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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　常とこ夏なつの楽園、ハワイ。









　常夏の楽園、ハワイ。

　永遠のリゾート、ハワイ。

　ヤシの木こ陰かげに新婚カップルが集つどい、三歩歩けば日本人にぶつかるというハワイ。

　じーちゃん、ばーちゃん、かーちゃん、とーちゃん、みんな揃そろってアロハのハワイ。

　この地上の楽園に天地たち、柾まさ木き家けご一行が降おり立ったのは初夏……日本ではまだ梅つ雨ゆ真まっ盛さかりの七月初しよ旬じゆんであった。

「天地ィ……あたしゃ嬉うれしいぜ。おまえと二人で新婚旅行！　ああ、南国の楽園、青い海、二人っきりのスィートな夜……」

「んなわけ、ないでしょ!!」

　到着早々、樹じゆ雷らい皇おう家け第一皇おう女じよ、阿あ重え霞か姫ひめの鉄てつ拳けんが魎りよう呼この後ろ頭にヒットした。

「どこからそんなずうずうしい発想が出てくるのよ！　新婚旅行って一体何の話ですの？　七百年も生きてるくせに、並なみの女の子みたいなこと言わないでよ！」

「ってーな……」

　天地の腕うでにしがみついていた魎呼は頭をさすりながら振ふり向いた。

「ちょっと気分出してただけじゃんか。ここじゃ言論の自由はないのか？　ウソつくとＣＩＡに捕つかまるのか？　んなこと言うならおめーだって七百二十歳じゃん」

「年の話はやめてくれ!!」

　天地は早朝のホノルル空港を見回しながら囁ささやいた。

「何度も何度も言ったはずだろ？　家を一歩出たらフツーの日本人。ケンカはご法はつ度と。君たちは柾木家の親しん戚せきで、清きよ音ねさんたちはその友人。ちなみに予定は四泊六日で、ホテルには他のツアー客もいるんだから、身み勝がつ手てな行動は慎つつしむこと。分かったか？」

「はいはい、分かってるって」

　魎呼は面めん倒どう臭くさそうに手を振った。

　実際、旅行にあたっての諸しよ注意事項は耳にタコができるほど聞かされてきたのである。

「せっかく南の楽園に来たってのによ、これじゃウチと大して変わんないじゃんか」

「そんなことないよ。空気が夏だよ」

　砂さ沙さ美みは物もの珍めずらしそうに到着ロビーを見回した。

「砂沙美ちゃん、大丈夫？　いっぱい飛行機乗って疲れた？」

「ううん。お姉ちゃんこそ大丈夫？」

　砂沙美は清音のげっそりした顔を見返した。

「私、大だい丈じよう夫ぶですぅ」

　寝足りた顔の美星が代かわりに返事をした。

「そりゃあ、あんたは大丈夫でしょうよ。機内食全部食べて、食べたと思ったらもう寝てるんだもんね。アタシなんて、回りが気になって全然眠れなかったんだから」

「まあ、こうして無事に着いたことだし、機内のことは忘れようじゃないか」

　信のぶ幸ゆきがフォローした。

「送そう迎げいバスはまだかの」

　勝かつ仁ひとは一人落ち着き払っている。

　実は、大阪からホノルルまで七時間のフライトの間、一いつ触しよく即そく発はつの事じ態たいがもう何度かあったのである。

　酔よっ払ぱらった魎呼が天地を挟はさんで阿重霞に拳げん骨こつを突きつけて「外に出ろ！」事件とか、頭に来た阿重霞が「ファーストクラスに移ります！」事件とか、美星のブレスレットが鳴り出して「あらあら、大変」事件とか、それはもう柾木家の居い間まと変わらない事件が次々と発生したのであった。

　その間、勝仁は落ち着き払はらって新聞を読み、読み終わると今度はイヤホンでニュースを聞き、それに飽あきると顔の上に白いハンカチをかけて周囲のぎょっとした顔を尻しり目めに眠ってしまったのである。

　そしてもちろん天地はその間、あっちを宥なだめ、こっちをすかしで一いつ睡すいもしていないのであった。

　さて、このご一行の構成メンバーは次の如ごとしである。

　ご存じ、元宇う宙ちゆう海かい賊ぞくにして推すい定てい年ねん齢れい七百十七歳、壁かべ抜ぬけ、瞬間移動何でもござれの魎呼。

　宇宙に冠かんたる樹雷皇家の第一皇女、阿重霞姫とその妹で第二皇女の砂沙美姫。

　公こう称しよう年齢は姉二十歳、妹九歳である。

　ギャラクシーポリス所属の敏びん腕わん刑事コンビ、清音真備まきび一級刑事と九く羅ら密みつ美星一級刑事。

　略してミホキヨ。

　現在わけあってこの場にはいない、宇宙一の天才科学者、鷲羽わしゆう。

　更さらにこれもわけあってこの場にはいない、最近砂沙美の帽子代わりになっている魎りよう皇おう鬼き。

（この辺が柾木家の、宇宙から来た女性陣じんなのであるが、パスポート偽ぎ造ぞう等の瑣さ末まつな問題については作者は一いつ切さい知りません。きっと鷲羽ちゃんが何とかしたに違いないと思ってる読者の方、ご想像に任まかせましょう）

　さて、男性陣の方はご存じ柾木天地君と、その親父おやじ、柾木信幸。祖父、柾木勝仁の三人で、何のことはない、柾木家がそのままハワイに移動してきたわけである。

　岡山の留守宅を守っているのは、今や完かん璧ぺきに柾木家の門柱と化した阿あ座ざ化かと火か美み猛だけ、それにロボットのジョージで、そちらの方は特に問題はない。（もちろん、同行するとなればそれは大変やっかいな問題になったことでしょう）




「で、ワイキキ・ビーチはどこだ？　こんなとこで待ってないで、さっさと泳ぎに行こうぜ！」

　魎呼はウィンドブレーカーをはらりと脱ぎ捨て、ラップスカートを腰からむしり取ってあっと言う間にビキニ姿になってしまった。要はプールに行く子どもと同じで、下に着ていたのである。

「ちょ、ちょっと！」

　天地は慌あわててウィンドブレーカーをつかむと魎呼に着せかけた。

「待て、魎呼。ここはまだ空港内だぞ。ビーチははるか向こうだってば。まずはホテルに落ち着いて、荷物を解といて、それから行くんだよ！」

「なんだ、メンドーだな。ならこっから瞬間移動して……」

「ダメだってば！」

　砂沙美が魎呼の腕をつかんだ。

「ほらぁ、みんな見てるよ。ちゃんとスカートはかなきゃダメだよ」

「呆あきれた人ですこと」

　南国の楽園に来ても普段は足を見せない阿重霞姫は、足首まで届くワンピースに透すかし編みのカーディガンというお嬢様スタイルである。

　ちなみに砂沙美はＴシャツにスパッツという巷ちまたの小学生ファッション、美星はチビＴシャツにブーツカットの流行系、清音はＪ・クルーのポロシャツにジーンズで一歩間違えれば女子大生というスタイル。

　魎呼を囲んでやいのやいの言っている女性陣を眺ながめていた天地は先行きを危あやぶんで人知れずため息をついた。

「やっぱり間違いだったかも……せめて近所の海水浴場で止めておけばよかったかも……でも、言い出したのは俺おれじゃないしな」

　天地がぶつぶつ言っている原因は六月にさかのぼる。

　近所の商店街の、何とかセールに美星がでかけたのがそもそも間違いの始まりだった。

　特等・ハワイ６日間の旅にペアでご招待という福ふく引びきを見事引き当てた美星は大喜びで柾木家に電話をかけてきて、それがあれよあれよと言う間に「どうせならみんなでハワイに行こう！」ということになってしまったのである。

　その後のいきさつは疾しつ風ぷう怒ど濤とうの如ごとしで、天地が畑に行っている間にパンフレットが回され、ガイドブックにはラインマーカーでチェックが入り、買い物リストが作成され、トラベルグッズが購入され、という具ぐ合あいに日々は過ぎ、天地は改めて女たちのパワーを思い知らされたのであった。

「ま、いいじゃないか、天地」

　信幸がにこにこして天地の肩を叩たたいた。

「ちゃんと絵になる場面が撮とれたしな。魎呼はなかなか役者だよ」

　親父の手にはしっかりヴィデオカメラが握られていて、天地はくらくらした。

　いかなる時もチャンスを逃のがさない。

　親父はそういう男なのである。

　天地がうんと言えば反はん射しや板ばんを持たせていたに違いない。

「……父さん。ここはどこで、今は何をしてるところかって、ちょっとでも考えてる？」

「うん？　後はホテル行ってプールサイドで冷えたビール飲むだけじゃないか？」

　やっぱり……。

　天地は呟つぶやいた。

「俺、父さんに似ればよかったと思うよ」

　と、感かん慨がい深げにヤシの木を眺ながめていた勝仁が振ふり向いた。

「送そう迎げいバスが来たようじゃな」

　こうして天地たち一行は常夏の楽園にその一歩を踏み出したのである。








第二章　「わぁ……海だぁ！」









「わぁ……海だぁ！」

　砂沙美は眩まぶしそうに目を細めた。

　青い空と青い海にサンドイッチされた白い砂浜、強い日差しに小さな陰を落とすヤシの木、林立するホテルの向こうにダイヤモンド・ヘッド。

　これぞハワイ、これ以上にハワイらしいところはないという、日本人の記き憶おくの底まで刷すり込まれたハワイの風景が目の前に広がっている。

「砂沙美ちゃん、気に入った？」

「うん！」

　太陽と同じぐらい眩しい笑顔。

「天地兄ちゃん、行こ！　早く！」

　返事も待たずに駆かけ出していく砂沙美を見、天地は思わず微ほほ笑えんだ。

「やっぱり子どもなんだなあ」

　そう、宇宙人だろうが樹雷皇家第二皇女だろうが、子どもには変わりない。

　そして子どもというものは海を目の前にしたらきれいさっぱり他ほかのことがふっとんでしまうものなのだ。

　よしっ、俺だって遊んじゃうぜ！

　天地は唐とう突とつに思った。

　なんてったって南の楽園。苦労してたどり着いた天国なのだ。

　せっかく来たんだ、あれこれ心配してたら岡山にいるのと変わんないじゃないか。

「砂沙美ちゃーん」

　天地は大きく手を振り、駆け出した。

　と、その時。

「おお、海だぜ。これが地球で一番有名な海なんだな」

「魎呼さん、何ですの？　そのアブナイ水着は！」

　目をむくような深しん紅くのビキニを着た魎呼と、純白の水着を着た阿重霞のお出ましである。

　魎呼の方は布の分量がちょっと少なすぎやしないかというハイレグぶり、阿重霞の方はおしとやかなワンピースタイプで長めのパレオを腰に巻いている。

「わたくしなんか、こうやって素足で歩くだけでもう、顔から火が出そうですのに」

「ねえねえ、そこのめでたいお二人さーん」

　スイカ柄がらの水着を着た美星が走ってきた。

「ほらほら、慌あわてるとまた転ぶわよ」

　また、ということは既すでに一度転んだということになる。

「大丈夫ですぅ。私だってもう大人なんですからぁ」

　だが、マリンブルーの海を目にしたとたん、美星は歓かん声せいを上げて走って行ってしまった。

「もう……美星ったら」

　モノトーンのシックなオプティカル・プリントの水着を着た清音は、水着に相応ふさわしいクールな態度で歩きだした。が、それも三歩まで。

「待ってよ～！」

　次の瞬間、清音も全速力で海に向かって走って行った。

　程ほどなく歓声と笑い声と水音がミックスされ、ワイキキ・ビーチに弾はじけた。

　魎呼も笑っている。

　阿重霞も笑っている。

　砂沙美も、美星も、清音も。そして俺も。

　ああ、完璧な夏。

　日本からたった七時間離れただけでこんなに人生輝いちゃうなんて。

　天地は子どものように笑いが込み上げて来るのを感じ、そんな自分がちょっと恥はずかしくなって寄せ来る波に頭を突っ込んだ。

　軽い衝撃が綴とじた瞼まぶたにぶつかり、通り過ぎていく。

　大らかな太平洋の波。その先に輝いている円まるい水平線。

「ぷはっ」

　顔を上げた時、天地は機内のトラブルもニンジン畑も家に残った鷲羽のことも魎皇鬼のことも全すべて忘れ去っていた。




「さて、もうみんなワイキキ・ビーチではしゃいでる頃ころね」

「みゃん？」

　鷲羽は実験用サンプル生物たちの培ばい養よう槽そうの前で立ち止まり、独ひとりごちた。

　足元では魎皇鬼が戸と惑まどい気味に鷲羽を見上げている。

「頭に乗ってもいいわよ。砂沙美ちゃんがいなくて寂さびしいでしょ？」

　返事のないのが返事の証しよう拠こである。

「まあ無理にとは言わないけれど」

　ざっと状態をチェックするとまた歩きだす。

「原始的な輸ゆ送そう手しゆ段だんを体験するっていうのも手だったんだけどね。いやあ七時間はさすがに長いわ。あんたがモードチェンジしてひとっ飛びすればあっという間だと思うとね」

　魎皇鬼は鷲羽の後についておとなしく歩きだした。

「砂沙美ちゃんと一いつ緒しよに行きたかった？」

　魎皇鬼は立ち止まった。

　その瞳ひとみがじわっと潤うるむ。

「みゃみゃみゃみゃあああん！」

　今度は潤んだ瞳が何よりの証拠だった。

「よしよし、分かってるわよ。でも手荷物になるのもイヤでしょ」

　鷲羽は笑いを含んだ目で見下ろすと、いきなり魎皇鬼を抱だき上げた。

「あ～、いい気持ち！」

　思いっきり毛皮にすりすりする。

「これがやりたかったの。なのにあんたは砂沙美ちゃんの帽子に成り切ってるんだから」

「みゃみゃっ!?」

　魎皇鬼はぎょっとしたように目を丸くしたが、すぐ目を閉じて鷲羽の手に頭をすりつけた。

「生体モードのあんたってホント、かわいいわねえ。意識レベルは高いのにやること猫だし。魎呼よりよっぽどカワイイわ」

　鷲羽はご機嫌で魎皇鬼をだっこしたまま培養槽のチェックを続け、魎皇鬼はうっとりしながら南の島を思い浮かべていた。

　もうすぐだ。

　もうすぐ連れてってもらえる。

　夏の扉を開ければそこはパラダイス。

　でもパラダイスにもニンジンって……あるのかな？

「あるわよ、きっと」

　鷲羽はにっこりした。

「ニンジンよりもっとおいしいものもいっぱいあるわよ。魎ちゃん、ちょっと味み覚かく改かい造ぞうしてグルメな舌に……」

「みゃみゃっ」

　魎皇鬼は思いっきり首を振った。

「あ、そう。ホントみんな、非協力的なんだから……なんで？」

　宇宙一の天才科学者だが最近全然頭脳の使い道のない鷲羽は研究室に続くドアを開けた。

「あ、ご主人様」

　鷲羽の秘ひ書しよ兼けん助手兼柾木家の料理番、ジョージはモニターの前から立ち上がり、鷲羽に場所を譲ゆずった。

「ご苦労さま。もういいわよ」

　言いながらモニターの前には座すわらずカウチに体を伸ばす。

「あなたも休暇が欲しいんじゃない？」

「とんでもありません」

　ロボットですから……とまでは言わずにジョージは控ひかえめに近づいた。

「……何か？」

「別に何にも考えてないわよ。心配性ね」

　ジョージは内心胸を撫なで下ろした。

　突然クビになるんじゃないかと思ったのである。

「ああ、つまんない。なんかこう、ワクワクすることはないかしら」

　鷲羽の表情に不穏なものを認め、ジョージの内部でまた不安回路が作動した。

　何と言っても一度は世界征服の黒幕になろうとしたお方なのだ。

　柾木家の住人が留守の間に何かとんでもないことをしようと思っていても不思議ではない。

「ご主人様……？」

「冗談よ、冗談」

　鷲羽は笑って手を振った。

「別に精神回路の負ふ荷かテストじゃないんだからそう過か敏びんに反応しなくても……じゃ、魎ちゃん、行こうか」

「みゃっ!?」

　突然話を振られた魎皇鬼はびっくりして飛び上がった。

「ジョージ、休暇の話は本当よ。たまには心おきなくゆっくりなさいな。私たちが帰って来るまで柾木家はあなたのものよ」

「では私は留守番をしていればいいんですね？」

　不安回路はまだ解かい除じよされなかったが、無視できるレベルまで数すう値ちが下がった。

「またまた。マジメなんだから」

　鷲羽はカウチから起き上がるとすっと背を伸ばし、威い厳げんを整えた。

「いいこと？　ちゃんと毎朝、新聞取って下さいな。それと鉢はち植うえの水やりも忘れずになさってね。郵便物は天地様のお部屋、お父様のは書しよ斎さいに。夜はちゃんと雨戸を閉しめて戸と締じまりを確認すること。梅雨の晴れ間にはお布ふ団とんを干して風を入れて下さいな。畑が荒れ放題にならないよう気をつけて、そう……お風呂場のタイルの目め地じもちょっと黒ずみかけていましたわ。後は気づいたところをやって下さいましね。それから……」

　ジョージが固まってしまったのを見、鷲羽は唐突に言葉を切った。

　弾はじけるように笑い出す。

「なあんて言われたい？　言われたそうな顔してたわよ。あなたは柾木家の召し使いじゃないんだから、そんなに気き配くばりしなくてもいいのに。ほらほら、あんまり神経使ってるとタテジワ寄っちゃうわよ。ロボットのくせにタテジワなんて洒しや落れにならないわ。ほんっと、珍しい性格ね」

「阿重霞姫はそのようなことはおっしゃらないと思いますが」

　ジョージはやっと口を挟はさんだ。

「うん？　私は阿重霞殿だなんて一言も言ってないわよ。そりゃちょっと可か哀わい想そうじゃない？」

「…………」

　ジョージが降こう参さんしたのを見た鷲羽は上機嫌でモニターの前に戻った。

「さてと。亜あ空くう間かん通つう路ろのセッティングがまだだったわ」

「みゃん！」

　早さつ速そく魎皇鬼が飛び乗って覗のぞき込む。

　……ご主人様は退たい屈くつしておられるのだろうか？

　ジョージは自問自答した。

　そう、きっと死にそうに退屈しておられるのだ。

　こんな辺へん境きようの星のそのまた片かた田舎いなかで、本来の頭脳と能力の使い道のないのを嘆なげいておられるに違いない。

　柾木家にとっては幸いなことに。

「どうぞ良い旅を。たまにはゆっくり頭を休めるのも良いかと存じます」

「おや、言ったわね？」

　鷲羽は振り返った。

「じゃあ見違えるように健康な鷲羽ちゃんになってくるわ。ついでに天地殿をモノにしちゃおうかな」

　頭を休めるつもりはさらさらなさそうだった。

「グループ交際をお勧すすめいたします」

　ジョージはホッとして切り返した。

　何かが起こるとしてもここではない。

　少なくとも岡山のここ、柾木家は無事である。

　鷲羽と出会い地球に来てこのかた、日本の四季をこよなく愛するようになったジョージは、穏おだやかな自然に囲まれたこの家が好きだった。

　できればずっと、ここで働きたいと密ひそかに願っていたのである。

「大丈夫。私は全すべてを見届けるまではここにいようと思ってるわ」

　鷲羽の底そこ知しれない緑の瞳ひとみが楽しげに微笑んだ。

「光の皇おう子じはまだまだ子どもなんだもの。やがてはこの小さな青い星が思い出に変わる日が来る……その時、楽しかった日々がきっと思い出を輝かせるわ。宝石箱の中の大事な宝物みたいに。だから私はここにいるの。守ってやりたいのよ。子どもたちが幸せな時を過すごせるように……」

　鷲羽は夢見るような眼まな差ざしのまま、ふっと言葉を切った。

「だからあなたは当分失業の心配はしなくてすむわよ。もし待たい遇ぐうに不満があれば改めて相談しましょ。と、いうことでそろそろ出掛けるわ。お留守番よろしくね」

　モニターの前から立ち上がった鷲羽の顔はもう、マッドで一ひと筋すじ縄なわではいかない天才科学者に戻っていた。

「お言葉ありがたく承うけたまわります。どうぞお任まかせ下さい」

　ジョージは深々と一礼した。








第三章　さてここで問題。









　さてここで問題。

　我らがヒロイン（の、一人）、宇宙に冠たる樹雷皇家の姫君は泳げるのか否いなか。

「きゃッ」

　阿重霞は波にあおられ、よろめいた拍ひよう子しに小さな悲鳴を上げた。

　思わず伸ばした手を咄とつ嗟さに握にぎったのは天地である。

「大丈夫？」

「え、ええ」

　ポッと頰ほおを赤らめる。

「泳ぐなんて何年ぶりかしら……。子ども時代を過ぎてからあまり縁えんがありませんでしたの」

　阿重霞は上うわの空そらで答えた。

　自分の返へん答とうより握られた手の方に意識が集中しているのである。

「じゃあ、泳げるんだね？」

「と、思いますわ」

　阿重霞は握られた手から天地本人に視線を逸そらし、一いつ層そう赤くなった。

　天地様って、こうして見ると意外にたくましいんだわ。

　同じ屋根の下で暮らしている関係上、天地の上半身など何度も目撃しているはずなのに、阿重霞は恥ずかしさのあまり、水平線の向こうまで走っていきたい気分に駆かられた。

「あの……」

「あ、ごめん」

　いつもなら阿重霞の恥はじらいが伝でん染せんしてぎくしゃくとなるところなのだが、今日の天地はあっさり手を離すと、太平洋の波に体を任せた。

「俺おれも海で泳ぐの、久しぶりなんだ。子どもの頃はよく連れてってもらったけど」

　笑うと歯は磨みがきのコマーシャルみたいに白い歯がキラリ、光る。

「一いつ緒しよに泳ごうか？」

「え？」

　鼓こ動どうが跳はね上がった。

　わたくしを誘さそって下さったの？

　ホントに？

「嬉うれしいわ……」

　あまりの幸福に息が詰つまりそうだ。

　阿重霞はうっとりと微笑み、一瞬水の中にいるのも忘れて手を伸ばした。

　あわてて水をひとかき、泳ぐポーズを作る。

「どこまで行ける？」

　天地は先に泳ぎ出した。

　力強いストロークにあっと言う間に引き離される。

「天地様、待って！」

　阿重霞は慌あわてて後を追った。

　ああ、真夏の太陽……。

　この青い惑星の海と空に、身も心も染そまってしまいそう。

　阿重霞、どこまでもついていきますわ。

　天地様と一いつ緒しよなら世界の果はてまでだって……。

　阿重霞は口に出せないようなセリフを心の中で呟つぶやきながら優ゆう美びなフォームで泳ぎ出した。

　そう、皇おう女じよの優ゆう雅がさを損そこなわぬ程度には泳げるのである。

　何でも一ひと通とおりはこなすという意味ではスポーツ万能と言えなくもない。

　神か我が人とと戦ったことでも分かるように戦せん闘とう能のう力りよくも高い。

　ただ、皇女の威い厳げんを崩くずすようなことはやらないようにしているだけなのである。

「こんなに幸せでいいのかしら？」

　魎呼という邪じや魔まが入らないことに一いち抹まつの不安を覚おぼえながら、阿重霞はあえて不安をシャットアウトした。

　いいのっ。魎呼のことなんてどうでもいいですわ。

　だってわたくし……やっと天地様と二人っきりになれたんですもの！

　ああ、何でもできそうな気がしますわ。

　明日あしたも、そして明後日あさつても、この島にいる限りチャンスは無限にあるんですもの。




「…………」

　当の魎呼は遥はるか沖おき合あいの水面で仰あお向むけになり、頭を空からっぽにして空を眺ながめていた。

　元々ごちゃごちゃしたところが嫌いな魎呼にとって、ここはなかなか居い心ごこ地ちがいい。

　見渡す限り、水と空しかないのである。

「地球にもこんなところがあったんだな」

　魎呼はうっとりして目を閉じた。

　天地を連れてきてやろうかな。

　どうせこんなところまで泳いでこれないだろうから、あたしがちょっとひとっ飛びして……。

　瞼まぶたの裏で天地がにっこり微ほほ笑えんだ。

　魎呼、好きだよ……そう言っているように見える。

　君と二人っきりになりたかったんだ。

　分かってるだろ？　俺の気持ち？

「うんうん、分かってるぜ」

　誰も見ていないので魎呼はにまっと笑った。

　そうさ、そうこなくっちゃな。

　せっかく岡山から抜け出したんだから、普ふ段だんできねえことを……。




「ねえねえ、天地兄ちゃんは？」

　砂沙美はふっと我に返って浜はま辺べを見渡した。

「お姉様も魎呼お姉ちゃんもいないよ」

「え？　そこらへんにいないですか？」

　美星も顔を上げて辺あたりを見回した。

「あっ、あそこ！」

　泳ぎ疲れた天地と阿重霞が世にも幸せそうな顔で上がって来るのが見えた。

「天地兄ちゃーん！」

　砂沙美は駆かけ出した。

「ねえねえ、早く。砂沙美、泳げるようになったんだよ。さっきなんか足つかないところまで泳いだんだよ。ミホキヨお姉ちゃんたちが教えてくれたんだから。お姉様も早く！」

「はいはい、分かったから待ってちょうだい」

　阿重霞は駆け出した拍子に何か堅かたいものを踏んだ気がした。

「？」

　慌あわてて足元を見ると、日に焼けた男の手があった。

「まあ、申し訳ありません」

　赤面しながら頭を下げる。

　派手なアロハシャツを着た男はぎょっとしたように手を引っ込めると、まじまじと阿重霞の顔を見返した。
















　黒髪に浅黒い顔……彫ほりの深い顔立ちは阿重霞の見み慣なれた日本人のものではない。

「おまえ……オレが見えるのか？」

「え？」

「ちょっとバトゥ、どうしたのよ？」

　反対側にいた金髪の女が振り向いた。

「あの……どういうことですの？」

　何かとんでもない間違いをしたのではないか。

　自然と鼓動が早くなる。

「阿重霞さーん、早く」

　砂沙美と一緒に先の方へ歩きだした天地が振り返る。

「あ、はい……」

「あら、可か愛わいい坊や」

　金髪の女はたちまち阿重霞のことを忘れ果て、近づいてきた天地にうっとりした視線を送った。

「よせ、パメラ！」

　バトゥと呼ばれた男は不ふ吉きつな声で女を制すると妙に素す早ばやい動作で立ち上がった。

　阿重霞は目をしばたたいた。

　一瞬、男の姿がちらついたように見えたのである。

「見えるんだな？　こいつのことも見えるのか？」

　金髪の女に顎あごをしゃくる。

「……ええ」

　遮さえぎるものもない陽光の下だというのに、阿重霞は言いようのない寒さむ気けを覚おぼえた。

「こりゃ大したモンだぜ」

　男は低く口笛を吹くと、にやっと笑った。

「お嬢さん、よりにもよってこのバトゥの手を踏ふんで下さったとは光こう栄えいの至いたり。きっと君とは縁があるんだな」

「わたくし……もう行きませんと」

　阿重霞は思わず後ずさり、男の視線に追われるように歩きだした。

「どうしたの？　誰かと喋しやべってたみたいだったけど」

　天地が不思議そうな顔で覗のぞき込む。

　阿重霞はぎょっとして天地の顔を見返した。

「天地様、まさか……」

　いえ、何でもありませんの。

　そう口の中で呟つぶやきながら阿重霞は足を速はやめた。

　何でもない。何でもないんだわ。

　こんな明るい太陽の下で何事か起こるはずがありませんもの。

「置いてっちゃったから怒ってる……わけないよな」

　さすがに照れたのか、天地は少し離れて歩きだした。

　思えばここで気づけば良かったのだ。

　南の島のマジックにみんな、ほんのちょっとずつヘンになっていることに。

　ヒーリング・パワーをたっぷり含んだ太陽、そして海風。

　心の奥を麻ま痺ひさせてしまうようなゆったりとした時の流れ。

　木こ陰かげを歩けば濃い緑が、甘い花の香りが、異国の言葉が、体に染しみ付いた生活の匂いを拭ぬぐい去ってくれる。

　だから人は、いつもよりずっと大だい胆たんになれるのだ。

　ふだん着を色いろ鮮あざやかな水着に着替えるように……。

（阿重霞さん、こうやって見るとホントきれいだなあ。どうして家にいた時には気がつかなかったんだろう？）

　天地は、自分が阿重霞の純白の水着に慎み深く覆おおわれた胸の辺あたりをじっと見つめていることに気づいた。

　これでは礼れい儀ぎ知らずと言われても仕方ない。だが……。

　いいんだ。きれいだから思わず見とれちゃったんだ。

　天地は珍しく強引に肯こう定ていした。

　わざわざ七時間もかけて真夏の島に引っ越こしてきたんだから、普段のいまいち冴さえない俺おれとはおさらばだ。

　さっきだって、思い切って誘ったら阿重霞さん、すごく嬉うれしそうだったし、みんな水着だし。

　天地は魎呼と阿重霞で紅白歌合戦みたいな水着姿を思い浮かべた。

　俺の好みから言うとやっぱり白かな。でも砂沙美ちゃんのスクールっぽい水着も可愛かったなあ。美星さんはスイカ柄がら良く似合ってたし……それともこういうところではみんな可愛く見えるのかな？

　普段ニンジン畑と格かく闘とうしている地味な自分からかなりズレている割りには全然自覚のない天地は、背後に忍しのび寄った影かげにも気づかなかった。

「天地ィ」

「わっ！」

　いきなり羽は交がい締じめである。

「おめー、阿重霞と二人で砂浜歩いたりして何考えてんだよ？　にやけちゃって。あんな胸の控ひかえめな女と歩いたって面白くねえだろ？　あたしと泳ぎに行こうぜ」

「今泳いできたばっかなんだ」

　天地はやっと魎呼の腕を振りほどいた。

「ちょっと休んでから行くよ」

　やれやれ、まただ。

　やっぱり普段と変わらないじゃないか。

　天地様！　という怒りの声が降ってくるのを覚かく悟ごして、天地は阿重霞の方を振り返った。

「あれ？」

　阿重霞は後ろを向いたまま呆ぼう然ぜんと突っ立っているのだった。

「なんだ、あいつ？」

　魎呼が不ふ審しんそうに阿重霞の後ろ姿を伺うかがう。

「ウソですわ……そんなこと……」

　阿重霞の目に映ったのは、口こう論ろんしながら歩きだした件くだんのカップルが忽こつ然ぜんと消えうせる場面であった。

「なんか臭におうな」

　魎呼はその瞬間を見ていなかったが、持ち前のカンが働いて呟つぶやいた。

「おい、阿重霞。おめー、やっかいごとに首突っ込むんじゃねーぞ。あたしゃバカンスするんだから」

　阿重霞は返事もしなかった。

　わたくし、やっぱり疲れているのかしら？

　それとも見間違いだったのかしら？

「クソ阿重霞ってばよォ！」

「は、はい」

　その刹せつ那な、強い日差しとともに現実が戻ってきた。

「何ですって!?」

「遅おせェんだよ」

　魎呼はにやっと笑った。

「ま、いっか。来た早々ケンカも何だしな。おい、天地。泳ぎに行こうぜ」

「わたくしも参ります！」

　たちまち黄金のトライアングルが復活したその時。

「そのまま、そのまま」

　今までどこにいたのか、８ミリヴィデオを手にした信幸が現れた。

「いやあ、やっぱハワイはいいねえ。俺もう忙いそがしくって」

　アロハシャツに短パンという出いで立ちの信幸はにこにこしながら呆あきれ顔の三人を追った。

「ウチじゃこういうわけには行かないもんな。砂沙美ちゃんなんかもう、可愛いのなんのって。ほらほら、堅くならずにもっと自然に……」

「イヤですわ、おじさまったら」

　赤くなった阿重霞が海の中に退たい避ひしてしまったので天地は仕方なく後を追った。

「あっ、待て！」

　すかさず魎呼がその後を追う。

「うんうん、仲良きことはうるわしの水着姿かな」

　信幸はわけの分からないことを呟きながら走っていく三人の姿を追った。

「違うぞ、信幸。仲良きことは苦労の始まりじゃ」

　オープン・エアのカフェでビールとともにくつろいでいた勝仁が後を引き取った。が、その目は優しく笑っている。

「天地もこれで日頃の苦労が報われるじゃろう」

「何か言いましたか、お義と父うさん？」

　信幸が８ミリとともに振り向いた。

「一緒にどうじゃ？」

「いいですねえ」

　バドワイザーの缶を掲かかげ、アロハシャツを着こなした勝仁はとても神かん主ぬしには見えなかったが、カメラを通して見ると意外にいい絵になっているのだった。

「いやあ奥が深い……」

　信幸は思わず感嘆し、ビールとともに疲れた目を休ませることにした。








第四章　さて、その夜のことである。









　さて、その夜のことである。

　魎りよう呼こたちがガイドブックを挟はさんで明日はここに行こう、あそこに行こうと盛り上がっているのを横目に、阿あ重え霞かは何な故ぜか気分が勝すぐれなかった。

　頭が重く、体を動かすのもおっくうな気分である。

「ねえねえお姉様、明日も海行っていい？」

　一日中海に浸つかっていてもまだ足りなそうな顔の砂さ沙さ美みが振ふり返った。

「誰だれかと一いつ緒しよでないとダメよ」

　阿重霞は物もの憂うげに答えた。

「お姉様は明日は泳がないと思うわ。ちょっと静かにしてようと思うの」

「どうして？」

　砂沙美はびっくりした顔で聞き返した。

「海、気持ちいいよ。お姉様に泳げるようになったとこ、見せてあげようと思ったのに」

「なんだか頭が痛くて……」

　阿重霞はこめかみを押さえ、目を閉とじた。

「なんだ、風か邪ぜかよ？」

　魎呼が聞きとがめる。

「何とかは風邪引かないって聞いたけどな」

「皇おう家けの者は風邪などひきません」

　阿重霞はきっ、と顔を上げた。

「狭い座席に慣れない旅できっと疲れたんですわ。わたくしはあなたみたいな傍ぼう若じやく無ぶ人じんなひとと違って、デリケートにできてるんですもの。今日も強い日差しの下にずっとおりましたでしょ？　地球の紫し外がい線せんは良くないのかもしれませんわ」

「紫外線でひっくりかえったことなんかないくせに」

　魎呼はにやにやした。

「たまには風邪ひくぐらいの可か愛わいげがあっても良よさそうなもんだけどな」

「風邪じゃありませんってば」

　言葉とは裏腹に阿重霞は実際、大たい儀ぎそうだった。

「何とかは風邪引かないっていうのはあなたでしょ？　あなたが寝ね込こむほどの病気があれば地球人はきっと死に絶たえてますわ」

「あたしゃそこまで言ってねえんだけどな」

　魎呼はムスッとして言い返した。

「人がせっかく心配してやってんのにこのお姫様はさ。ま、何でもいいけどうつすなよ」

「だから風邪じゃありませんったら」

「お姉様、大だい丈じよう夫ぶ？」

　砂沙美が心配そうに覗のぞきこんだ。

「あんまし顔色良くないし、寝た方がいいよ」

「ありがとう、砂沙美」

　阿重霞はほっとして立ち上がった。

「心配しなくてもいいのよ。明日はきっと元気になりますわ」

　ベッドに入ってしまった阿重霞を見、一いち部ぶ始し終じゆう聞いていた美み星ほしと清きよ音ねは顔を見合わせた。

「風邪、なんですか？」

「ギャラクシーポリス支し給きゆう品ひんの風邪薬で良ければありますけど」

「大丈夫ですわ」

　毛もう布ふ越ごしにくぐもった返事がかえってきた。

「ご親切に……すみません」

　そのときはこれがそんなに大変なことになろうとは誰も思っていなかった。

　阿重霞本人すら疲れのせいだと思い込んでいたのである。




　夜半過ぎ、阿重霞は夢の中で誰だれかがすすり泣く声を聞いた、と思った。

　声は高く低く、阿重霞の耳にまとわりつき、ガラス窓を叩たたき、恨うらめしげに消えていくのだった。

（誰……？）

　起き上がろうとしたが、体は動かなかった。

　泣き声の主からは返事がない。

（誰？　誰なの!?）

　阿重霞は必死に叫んだ。

　体は水みな底そこに沈んだように重く、渾こん身しんの力を込こめて腕を上げようとしたができなかった。

（金かな縛しばり？　誰か、砂沙美！）

　その時、ふっと体が軽くなった。

　阿重霞ははっと起き上がり、照しよう明めいを落とした室内を見回した。

　隣のベッドでは砂沙美が毛布を半分蹴け飛とばして眠っていた。

　すすり泣きの声は窓のあたりから聞こえてくる。

「……風の音だったんだわ」

　砂沙美の幸せそうな寝顔を見ているうちに阿重霞の不安は安あん堵どの中に紛まぎれて消えていった。

　阿重霞はベッドからそっと滑すべり降りると、窓の方に歩いていった。

　風の音なら何も怖こわがることはない。

　まだ頭は重く、足元は雲を踏むようだったが阿重霞は窓が開いてないかどうか確かめようと窓枠に手をかけた。

　と、ガラス一枚隔へだてたラナイ（ベランダ）の向こうにぼうっとした影かげが浮かんだ。

（誰かいる!?）

　阿重霞はぎょっとして顔を上げ、凍こおりついた。

　窓の外に男が浮かんでいる。

　浅黒い顔に影を落とし、両目をぎらぎらと光らせた男が。

　阿重霞は息を吸い込んだまま血の気が引くのを感じた。

　昼間の男だ。

　間違いない、昼間ワイキキの浜はま辺べで消えた男だった。

　三十三階の窓、それもラナイの外側に人間の立っていられるような空間はない。

「やあ、お嬢さん」

　低い、不吉な響きのする声だった。

　男は両手を広げるとラナイの手て摺すりを突き抜け、阿重霞の目の前に立った。

「俺を覚えてるかい？　君があんまり美しいから会いにきちまったぜ」

　男は白い歯を見せて笑った。

　顔立ちは彫ほりが深く、整っており、ハンサムといってもいいぐらいだ。

　背せ丈たけはそれほど高くない。

　阿重霞よりわずかに上ぐらいである。

「嬉うれしくて言こと葉ばが出てこないみたいだな」

　男の唇くちびるが歪ゆがみ、邪じや悪あくなオーラがゆらめいた。

　不意に男の右腕が窓ガラスを突き抜け、阿重霞の腕をつかんだ。

「きゃあああ────」

　自分のどこからそんな声が出たのか分からないまま、阿重霞は叫さけんでいた。

「お姉様!?」

「イヤ、イヤ、イヤ───離して!!」

「お姉様ったら！　どうしたの？」

　ふと気づくと砂沙美が自分の腕をつかんで揺ゆさぶっているのだった。

「さ、砂沙美……!?」

「お姉様？」

「男の人が……窓の外に……」

「窓の外？」

　男の姿は消えていた。

「誰もいないよ。夢でも見たんじゃないかなあ」

　夢？　違うわ。あの男は確かにガラス越ごしにわたくしの手を……。

　阿重霞ははっと手首を見た。

　くっきりと指の跡あとがついていた。

「砂沙美、見て……」

　阿重霞はよろめき、砂沙美の肩に手をついた。

　気分が悪い。

　頭の芯しんが痺しびれたようで、視界まで揺ゆれているようだ。

（君が欲しいな）

　突然、男の声が侵しん入にゆうしてきた。

（君は俺おれの姿を見た。俺の声を聞いた。俺と触れ合った。運命が君を呼んだんだ）

「やめて！　出ていって！　わたくしの頭から出ていって!!」

　阿重霞は頭を押さえ、男の声をかき消そうとした。

（冷たいな。今すぐ君をどうこうしようって言うんじゃない。もっとゆっくり、時間をかけて知り合おうじゃないか）

「お姉様、どうしたの!?　お姉様！」

「助けて、砂沙美……天地様を呼んできて……」

　砂沙美の姿が遠のいた。

　阿重霞はそのまま意識を失って床の上に崩くず折おれた。








第五章　（天……兄ちゃ……開……て！）









（天……兄ちゃ……開……て！）

　誰かがドアをノックしている。

　いや、ドアじゃない、壁だ。

　おかしいな……今俺はパメラの別荘にいて、カクテルを飲んでいるところなのに。

　金髪のパメラ。

　白い肩を出してブラッドレッドのストラップレスドレスを着たセクシーなパメラ。

　俺はこの女をよく知っている。

　ドレスに隠かくされた背中のどのへんにホクロがあるかとか、ストッキングはシーム入りで下着はつけていないとか、アロマテラピーに凝こっているとか、メガビタミン理論に心しん酔すいしているとか、そのくせタバコが止やめられないのを人のせいにして八つ当たりするとか、そんな類たぐいの細々としたくせや性せい癖へきなんか。

（開あけ……早……）

　どうもよく分からない。

　壁の中にネズミでもいるんじゃないのか。

「パメラ」

　パメラはホームバーのカウンターから振り向いた。

「音がする。誰かが壁を叩たたいてるんだ」

「配線工事のせいよ」

　パメラはピンヒールをシャギーマットに埋うめ込こませるようにして近づいてきた。

「もっと楽しいこと考えましょう。例たとえば、坊ぼうやとあたしのことなんか」

　パメラは唇をなめ、俺の上にのしかかるように凭もたれてきた。

「カクテルの味はどう？　リキュールが少し足りなかったかしら」

　カクテルはねっとりと甘く、リキュールが多すぎるぐらいだった。

「うまいよ、パメラ。君の作るものなら何でもオッケーさ」

　と、急に酔よいが回ったみたいに心臓が跳はね上がった。

（開けて！）

　はっきりと声が聞こえ、同時に視界が気味悪く歪ゆがんだ。

「声がする！　本当だ！」

　パメラは指を伸ばすと俺の唇に押し当てた。

「悪い子ね。あたしの目を見て。声なんかほっときなさいよ」

　違う……俺は……。

「キスして欲しい？」

　パメラの赤い唇が俺の唇に触れ、熱い舌が割り込んできた。

　リキュールのように甘い、心痺しびれるようなキス。

　違うんだ、俺は……この女は誰だ!?　俺は一体どこにいるんだ!?

「天てん地ち兄ちゃん、開けて!!」

　天地ははっと起き上がった。

　ホテルの部屋の中は暗かった。

「開けて！　開けてよぉ……」

「砂沙美ちゃん!?」

　慌あわててドアに走り寄り、カギを開ける。

「天地兄ちゃん！　お姉様が……」

「どうしたんだ？」

　阿重霞と砂沙美の部屋は天地たちの部屋の隣だ。
















「早く！」

　隣の部屋に飛び込んだとたん、床に倒れている阿重霞の姿が目に入った。

「阿重霞さん!?」

　抱き起こし、二、三度揺ゆさぶると阿重霞はうっすらと目を開いた。

「天地様……」

「どうしたんですか？」

「……天地様、助けて」

　まだ意識がはっきりしていないのかもしれない。

　天地はぐったりした阿重霞を苦労して抱だき上げ、ベッドに寝かせた。

　額ひたいに手を当てて熱を見る。

　熱はない……むしろ冷たく感じられる程ほどだ。

　とは言え樹じゆ雷らい人のことなど天地は何も知らないに等ひとしい。

　地球人の基準で計っているにすぎないのだ。

「砂沙美ちゃん、じっちゃん呼んできてくれないか？」

「うん」

　砂沙美は真しん剣けんな顔で頷うなずくと部屋を出て行ったが、すぐに戻ってきた。

「いないよ。信のぶ幸ゆきおじさまだけ寝てる」

「え？」

　天地は思わず時計を見た。

　夜中の一時を回っている。

　眠れないんで散さん歩ぽでも行ったんだろうか。

　俺も結局夜中まで眠れなかったし、じっちゃんは俺がベッドに入ってからも起きてたもんな。

　と、いうことは……俺も一時間ぐらいしか寝てないってことか。

「おじさま、起こしてこようか？」

「いや……」

　起こしてみたところで、おろおろするだけだ。

　父さんだってどうせ地球人なんだし、今のところ阿重霞さんも眠ってるようだし。

　天地は阿重霞の青白い顔を見ながら眉まゆを寄よせた。

　だけど、阿重霞さん、ホントにどうしちゃったんだろう？

　疲れたんで悪い夢でも見たのかな……。

「ねえ、砂沙美ちゃん、俺、見てるから……」

　言いかけたとたん、頭の片かた隅すみに女の白い顔がフラッシュバックした。

　女は赤い唇を開き、何事か囁ささやいていた。

「う……」

　一瞬眩暈めまいを感じて天地は思わず頭を振った。

　誰だ？

　どこかで見たような気がする……。

「天地兄ちゃん、大丈夫？」

　幻げん影えいは消えた。

「大丈夫。砂沙美ちゃん、寝ていいよ。阿重霞さんは俺が見てるから」

「でも……」

　砂沙美は顔を曇くもらせた。

　と、その時。

「おやおや、一体どうしたの？」

　クローゼットの扉が開き、意外な人物が現れた。

「鷲羽わしゆうさん!?」

「みゃあ！」

　魎りよう皇おう鬼きも一いつ緒しよだ。

「魎ちゃん！」

　魎皇鬼は早さつ速そく砂沙美のそばに飛んでいくと、腕の中に収まった。

「良かったあ、鷲羽ちゃんが来てくれて。あのね、お姉様が倒れちゃったの。何だか夜中にすごい悲鳴上げるからどうしたのかと思って起きたら……」

「はいはい、ちょっと見せてね」

　鷲羽は砂沙美の機き関かん銃じゆうのようなお喋しやべりを制すると、阿重霞のそばに寄った。

　額に手を当て、注意深く脈みやくを診みる。

「軽いショック症しよう状じようね。今は眠ってるから大丈夫、と思うわ。それよりこれ、どうしたの？」

「え？」

　鷲羽は天地を手て招まねきし、阿重霞の手首を指し示した。

　さっきは気づかなかったが、赤い跡がある。

　まるで……誰かに強く握られたような。

「指の跡……？」

　魎りよう呼ことケンカでもしたんだろうか？

「それ、砂沙美も見たよ。誰かが窓の外に立ってて、つかまれたんだって」

「まさか」

　天地は背せ筋すじがぞわぞわしてきた。

　妙みようだ。

　さっきは俺、変な夢見るし……。

　変な夢!?

　再びフラッシュバックが襲った。

　白い肩を出した金髪の女の幻影。

　カクテルの甘くねっとりとした味。

「パメラ！」

　天地は思わず呟つぶやいた。

「ん？　どうしたの？　何か言った？」

　幻影はあっけなく消えた。

「鷲羽さん、俺も疲れてるのかな」

　天地は幻影を振り払うように頭を振り、脅おびえたようにこっちを見ている砂沙美に気づいて無理やり笑ってみせた。

「うーん……何だかわけがありそうね。ちょっと天地殿、悪いけど阿重霞さん見ててくれる？」

　鷲羽は立ち上がるとクローゼットの扉を開け、足をかけた。

「鷲羽さん、どこ行くんですか？」

「霊れい波は探たん知ち機きがいるかも知れないわ。研究室にパーツがあるの」

「霊波探知機って……ことは、幽霊!?」

「やだ～～！」

　砂沙美はぎゅっと魎皇鬼を抱だき締しめた。

「お化けがいるの？　ここ、お化け出るの？　砂沙美怖いよぉ……」

「に、しては魎呼が反応しないわね。ま、いいわ。できるだけ早く戻ってくるから」

　鷲羽はクローゼットの中に開いた亜空間通路に消えた。

「て、天地兄ちゃん！」

「……魎呼、呼んでこようか？」

「やだっ！　行かないで」

　進しん退たい窮きわまる事じ態たいになってしまった。

「だ、大丈夫、砂沙美ちゃん。俺、ちゃんと見てるから」

　着いた早々、幽霊騒ぎ……そういえばホテルって、この手の話が付き物だよな。

　でもこの部屋だけに出るんなら、部屋を変えてもらうって手もある。

「寝よう、砂沙美ちゃん。明日遊べなくなっちゃうよ」

　天地は開き直った。

「う、うん……」

「大丈夫だって。俺、そんなの怖くないから」

「うん……」

「魎皇鬼だっているだろ？　じっちゃんが帰って来たら来てもらうから」

「うん」

　砂沙美はまだ脅おびえた顔をしていたが、素直にベッドに上がり、首まで毛布を被かぶった。

「ふう……」

　天地はため息をつくと、阿重霞の顔を窺うかがった。

　大丈夫、眠ってる……。

　阿重霞さんって、デリケートだからなあ。

　幽霊ってのはまあ置いとくとしても、ホテルの部屋に砂沙美ちゃんと二人っきりっていうのが良くなかったのかもしれないな。

　魎呼たちと部屋、交こう換かんしてもらおうか。

　天地はつらつらと考えながら、阿重霞の寝顔を見守っていた。

　三十分ほど経っただろうか。

　安心したのだろう、砂沙美はとっくに寝入っていた。

　天地は瞼まぶたが重くなってくるのを感じた。

　いけない。

　鷲羽さんにちゃんと見てるって約束したのに……。

　立ち上がり、頰ほおをこすってみたり瞼まぶたを揉もんでみたりしたがやっぱり眠いのだった。

　鷲羽はまだ戻ってこない。

　いいや、ちょっとだけ……天地はついに諦あきらめて阿重霞のベッドの側そばに膝ひざをつき、頭をもたせかけた。

　何かあったらちゃんと起きるから……。

　決意してから五秒も経たたないうちに天地は奈な落らくに落ちるように寝入っていた。

　再び見み覚おぼえのある光景が現れた。

　瀟しよう洒しやな別荘のリビング……開あけ放たれた窓から心地よい風が吹き込み、レースのカーテンを揺ゆらしている。

　ラタンのソファに腰こし掛かけてカクテルを味わっている俺、そしてホームバーから白い肩を見せて振り向く金髪の女。

　……パメラ！

「なあに？」

　赤い唇がにっこり微ほほ笑えむ。

「あたしが欲しいの、坊や？」

　何かがおかしい。

　俺、こんな美人の知り合いいたっけか？

　白いカクテルのように濁にごった天地の意識に一瞬、クリアーな意識が差し込んだ。

「君は誰だ？　ここはどこなんだ？」

　その刹せつ那な、パメラの表情が変わった。

　凍こおりつくようなアイスブルーの瞳ひとみ、怒りを堪こらえているように歪ゆがんだ口元。

　ぞっとするような口調でいくつかの単語を呟つぶやき、パメラは背を向けた。

　単語の意味は分からなかった。

　聞き取れなかったのだ。

　と、急に世界が消えた。

「どうした、天地？」

「ん……ああ、じっちゃん!?」

　勝かつ仁ひとに揺ゆり起こされたのだということが分かるまでに二、三秒かかった。

「俺、どのくらい眠ってた？」

　聞きながら、無意味な質問をしてしまったことに気づく。

「乱れた気の跡がある」

　勝仁は眉を寄せ、宙を探るように視線を向けた。

「わしがいない間になにかあったようじゃな」

「どこ行ってたんだ？」

　天地は時計を盗ぬすみ見た。

　二時十五分……三十分近くも眠ってしまった勘かん定じようになる。

　天地は恥はじ入った。

　じっちゃんが入って来たのにも気づかなかったということは、阿重霞さんが呼んでいても気づかなかったに違いない。

「散歩じゃよ、散歩」

　勝仁は想像どおりの答えを返した。

「魎呼がハワイの善ぜん男なん善ぜん女によを脅おどかさないようにな、手た綱づなつけて散歩してきたんじゃ。いくら異国の地でもこんな明るい月夜に蝙こう蝠もりみたいに飛び回っていいとは思えんしな」

　やれやれ、魎呼もか。

　天地はため息をついた。

　おとなしく寝ているとは思えなかったが、そういうことだったのか。

「よォ、天地！」

　エネルギーの有あり余っている顔がドアから覗のぞいた。

「おめーら、そんなところに寄り集まって何してんだ？　寝ないのか？」

「魎呼だって起きてるじゃないか」

　天地はげっそりして言い返した。

　もう寝直す暇ひまはなさそうだ。

　諸もろ々もろの事情を説明するのは俺しかいないし……。




　その通りになった。

　明け方になって鷲羽が戻って来た頃には、天地は妙みように目が冴さえて眠れなくなっていた。

　阿重霞は……よほど疲れているのだろう、一いつ向こうに目を覚さまさない。

「天地殿、ご苦労様。……眠くないの？」

「眠かったんですけど……」

　俺も不安なんです、とは言い出しかねた。

　卵型の霊波探知機を組み立てている鷲羽の横顔に曙しよ光こうが差し込み、ソファでだらしなく眠っている魎呼の無邪気な寝顔にも光を添えた。

　じっちゃんは瞑めい想そう中だか眠っているのか定かでない。

　ハワイの夜明けは地上の楽園に相応ふさわしいスペクタクルだった。

　オレンジと水色と青の混まざり合ったケン・ドーンのイラストのような光景。

　素晴らしい日の出とともに夜の不安な夢は薄らぎ、消えていった。

　忘れよう……実際、自分でも何を見たんだか分かってないんだし。

　ああ、それにしても腹減へったな。

　日本を出て一日しか経たってないのにもうごはんとみそ汁しるが恋しくなってる自分に気づき、天地はおかしくなった。

　ごはんとみそ汁はきっと平和の象徴なのだ。

　天地は空腹に耐たえ兼かねてのそのそと立ち上がり、備そなえ付けの冷蔵庫を覗のぞいた。

　マカデミアナッツとオレオクッキー。

　天地はマカデミアナッツをぽりぽり齧かじりながら朝食のことを考えた。

　少なくとも朝ごはんのことを考えている分には平和である。

　朝ごはん、昼ごはん、そして夕食。

　平和と平和の間はバカンスで埋めるべきなのだ。

　夜はばったり倒れて熟じゆく睡すいした後燦さん々さんと降ふり注ぐ陽光に目覚める。

　そうあって然しかるべきだった。

　だが心の奥のどこかで不安がひっそりと芽を出しているのを天地は感じていた。

　マカデミアナッツはその不安を吸すい取ってはくれなかった。








第六章　時計が七時を回った頃、









　時計が七時を回った頃、阿あ重え霞かは目を覚さましてぎょっとしたように飛び起きた。

「鷲羽わしゆうさん！　岡山に残ってたんじゃ……」

「おはよう、阿重霞殿。気分はどう？」

「気分？」

　阿重霞は戸と惑まどったように眠そうな天てん地ちから大あくびしている魎りよう呼こまで見み渡わたした。

「別に何ともありませんけど……」

「お姉様、起きたの？」

　砂さ沙さ美みが目をこすりながら毛布をはねのけた。

「ねえねえ、大だい丈じよう夫ぶ？　みんなすっごい心配してたんだよ」

「何がですの？」

　天地と砂沙美は思わず顔を見合わせた。

「阿重霞さん、何にも覚えてないんですか？」

「きのうの夜、お姉様ったらすごい悲ひ鳴めい上げて倒れちゃったんだよ。自分で言ってたじゃない、天地様呼んできてって」

「わたくしが？」

　阿重霞は困った様子で目をしばたたいた。

「一体何があったんですの？　わたくし、何にも覚えておりませんの」

「ええ～!?」

「ただ事じゃないわね」

　鷲羽は呟つぶやくと、阿重霞のベッドに近づき、手首を取って改めた。

「あら？　消えてる」

　阿重霞は思わず手首を引っ込め、ベッドから両足を降おろして座すわり直した。

「わたくし、何か悪いことしたんでしょうか？　天地様、わたくしは一体何をしたんですの？」

「覚えてないの？　お姉様、きのう幽ゆう霊れいに会ったんだよ！」

「幽霊……!?」

　哀あわれな阿重霞は天地の顔を見つめたまま凍こおりつき、天地は言葉をなくしてしまった。

「昨日ね……」

　砂沙美の話を聞いているうちに阿重霞の顔は青ざめ、視線は天地の顔を離れて宙にさまよいだした。

「まさか……そんなことが……」

「ちぇっ。出かけなきゃ良かったなあ」

　夜遊びに行ってしまったせいで幽霊を見み逃のがした魎呼が不満そうに呟つぶやいた。

「おい、阿重霞。部屋とっかえてやらあ。おめーがなんで覚えてないんだか分かんねェけどよ、一度出たモンはきっとまた出るぜ。ったく、来た早々幽霊に取っ憑つかれるなんてよ」

「そんなこと、分からないじゃないか」

　天地は慌あわてて話を遮さえぎった。

「阿重霞さん、幽霊なんてウソですよ。でも部屋を変えたら変な夢見ないで済すむかもしれないし、それがいいんじゃないですか」

「わたくし……」

　阿重霞の顔にははっきりと不安の色があった。

「どうしてなにも覚えてないのかしら？　そんなことがあったのに、なぜ……」

「阿重霞殿、心配しなくていいわよ。鷲羽ちゃんにお任まかせしときなさい」

　鷲羽は慰なぐさめるように阿重霞の肩に手をかけると、卵型のメカを取り出した。

「じゃじゃ～ん！　鷲羽ちゃんの霊れい波は探たん知ち機き！　これさえあれば何が近づいてきても一目で分かるわ。後は魎呼にちょっと働いてもらってオシマイ！　ね、安心したでしょ？」

　卵型のメカには窓があって、一匹のオバケが眠っていた。

「ね、霊的なものが近づくと、このオバケが目を覚まして動き出すの。霊波の強さによって十段階に変化するようになってるのよ」

「なになに、見せて！　やだぁー、かっわいい～！」

　卵型のメカは砂沙美の手に渡り、阿重霞はちょっと微ほほ笑えんだ。

「考えないことにいたしますわ。心配かけてごめんなさいね」

「じゃ、朝ごはん食べに行きましょう」

　天地もほっとして微ほほ笑えんだ。

「俺、父さん起こしに行ってきますから」




　ホテル内の朝食バイキングの店にごはんとみそ汁から納豆、塩ジャケ、梅干しまで揃そろっているのを見た天地は思わず感激して呟つぶやいた。

「これでもう大丈夫ですよ！　ここに来ればごはんが食べられると思っただけで悩みの半分は解決しちゃいました」
















「じじいみたいなこと言って」

　そういう魎呼もごはんを山盛りにしている。

「朝ごはんの支し度たくしなくていいって、ホント嬉うれしいなー」

　砂沙美はにこにこしながらケチャップつきのスクランブルエッグを口に運んだ。

「砂沙美、ずうっとハワイにいたい」

「それもいいよなあ……」

　信幸は大おお方かたの予想に反してアメリカンなチョイスである。

「阿重霞さん、それ、全部食べるの？」

「え？　ええ……」

　阿重霞の皿には取れるだけ取って来た料理が山盛りになっている。

「なんだかおなかすいて……」

　普段の小食から考えられないような勢いで料理を平らげ、さらにお代かわりを取りに行こうとしたのを見て魎呼は目を見張った。

「阿重霞、おめー人生変わったんじゃねえか？」

「え？　何のことですの？」

「まあいいや。それだけモノが食えりゃ心配いらねえよ」

「わたくし別に病気じゃありませんわ」

　阿重霞は三回お代わりした上にグレープフルーツの皮まで食べそうな勢いだったが、やっと落ち着いたらしく食後のコーヒーを飲み出した。

「ところで清きよ音ねさんたちはどうしたのかしら？」

　その頃清音と美み星ほしは広大なホテルの敷地内でお約束どおり迷まい子ごになっていたのであった。

　朝ごはんを食べに行こうとして迷子になれるのは美星ぐらいのものである。

「ハワイの朝食を食べ損そこねたわね」

　とっくに食べ終わった鷲羽はにべもなくそう言うと、立ち上がった。

「さて、ゴーストハンティングに行こうかな。阿重霞殿、今日は一いつ緒しよに行動してもらうわよ。あっ、その前に部屋の引っ越こしがあったっけね」

「幽霊なんて怖くないですわ」

　充実した朝ごはんのせいか、今のところ阿重霞は強気である。

「その元気があれば大丈夫よ」

　鷲羽は霊波探知機を阿重霞の前に差し出した。

　窓の中のオバケは目を覚まし、レベル１と２の間を揺ゆれ動いていた。

「あっ、オバケちゃんが起きてる！」

　砂沙美が早さつ速そく手を伸ばした。

「いいなー。砂沙美も欲しいなー」

「もう一個作ってあげるわよ。天地殿も欲しい？」

「い、いいです」

　天地は即そく座ざに答えた。

「それって、まわりに幽ゆう霊れいがいるってことなんじゃないですか？　そんなもの持ってたら気になって遊べませんよ」

「大丈夫。普通これぐらいはどこでも反応するものよ」

　鷲羽は妙に嬉うれしそうだった。

「人の集まる場所、ことにホテルなんかは霊的存在も集まりやすいの。何か事件があったりしたところならなおさら、ね。だから自殺の名所なんかで使ったりすると……」

「も、もういいです」

「５レベル超えるまでは別に心配ないって」

　鷲羽は硬直している阿重霞の肩に手をかけると、意味ありげに笑った。

「宇宙一の天才、鷲羽ちゃんが必ずや解決してあげるから。ところで魎呼、あんたは何にも感じないの？」

「ザコばっかだぜ」

　魎呼はつまらなそうに大きなあくびをした。

「ンなもの、いちいち相手にしてたら日が暮くれちまうぜ。あたしゃな、よっぽど歯ごたえのある奴やつしか相手にしねェのよ」

　魎呼は見えない鼻はな面づらを弾はじくように宙ちゆうで指を鳴らした。

「見ようと思えば見えるけど、そんなの見てたってつまらないしな。さ、遊びに行こうぜ」

　魎呼は伸びをして立ち上がった。

「阿重霞は幽霊探しするんだろ？　じゃ、あたしはひと泳ぎ、と」

　魎呼が天地の腕をつかんだとたん、阿重霞と砂沙美が反対側の手を捕つかまえた。

「ダメだってば！」

　砂沙美が叫んだ。

「こんなとこで消えたりしたら大騒ぎになっちゃうでしょ？」

「ちッ」

　魎呼は舌打ちし、不ふ承しよう不ぶ承しよう天地を離した。

「先に行ってるぜ。部屋の引っ越しは適当にやんな！」

　言い終わらないうちに魎呼の姿が消えた。

「魎呼!!」

　天地はぎょっとして辺あたりを見回したが、幸いこちらを見ている客はいなかった。

「しょうがない子ね。ったく、誰に似たのかしら」

「鷲羽さん、ちゃんと言っといてくださいよ」

　天地たちが引き上げようと席を立った時だった。

「天地さ～ん！」

　美星が大きく手を振りながら走ってきた。

「やっと見つかりましたぁ」

「美星ったら寄り道ばっかり」

　清音はテーブルの上を見て諦あきらめたように首を振った。

「朝ごはん、食べ損そこねたわ」

「ゆっくり食べてていいですよ」

　天地は微笑んだ。

「俺たちどうせ、ビーチにいますから」

「いいわ、もう。また美星が迷子になると困るもの」

「ええ～？　せっかくここまで来たのに」

　美星が恨うらめしそうな顔で見る。

「私、ドーナツとマフィンとカップケーキとアイスクリームが食べたい」

「あっ、砂沙美もアイス！」

「……買ってくるわ。天地さんたちと先に部屋に帰ってて」

　清音はため息をついた。

「何が悲しくて朝から買い出し……」

「ついでにモデムがあったら頼むわね」

「そんなものありませんってば」

　このメンバーと一緒にいる限り、世界中どこへ行っても変わらないように思える。

「美星！　一人でふらふらどっか行かないのよ。ちゃんと部星に帰るのよ」

「はいはい、分かりましたってば」

　美星は目を輝かせた。

「ねえねえ、砂沙美ちゃん。すっごいきれいなクリスタルグッズのお店があったんだけど、見に行く？」

「うん、行く！」

「美星！」

　清音は言いかけたが途中であきらめた。

「アタシも行くわ。どうせなら三人で迷子になりましょ」

「もう迷子にならないわ。隅すみから隅まで全部見たもん」

　美星は笑った。

　確かにこの相あい棒ぼうといれば退屈の二文字とは縁がない。

　そして退屈と縁えんがないということは人生、充実しているということだ。

「すぐ戻るわ」

　美星は嬉しそうに砂沙美を引き連れて走っていってしまった。

「待ってよ」

　清音が慌あわてて後を追う。

「じゃ、お昼にここで」

　天地が清音の後ろ姿に声をかけた。

　今日はどうやら自由行動になりそうだ。

　一瞬、昼まで眠りこけるという魅力的な選せん択たく肢しが浮かんだが、天地はすぐにあきらめた。

　そんなことをすれば魎呼が叩たたき起こしに来るに決まってる。

　砂沙美ちゃんだって戻ってくれば海で遊びたがるだろうし。

　まあいいや。今夜ぐっすり眠ればいいんだから。

　天地は気楽に思ったがその時はまだ自分の運命を知らなかっただけだった。

　運命はその瞬間にもひそかに取り付く機会を狙ねらっていたのである。








第七章　荷物は後回しにして……









　荷物は後あと回まわしにして阿重霞が魎呼とミホキヨの部屋に移り、天地がＴシャツにサンダル履きでビーチに魎呼を探しに行った時だった。

「おっ、天地！　待ちくたびれたぜ」

　早速魎呼が飛んできて天地の腕にしがみついた。

「阿重霞のヤローは来てないな。じゃ、行こうか？」

「行こうかって、どこに？」

　魎呼はにやっと笑った。

「ちょっと目つぶってみ。ほら、早く！」

　いいも悪いもなかった。

　魎呼ががっちり天地を抱だき抱かかえ、目隠ししてしまったからである。

「魎呼！　こらッ……」

「もう開けていいぜ」

　魎呼の手が離れた。

　目を開いたとたん、遥はるか下方に輝く海原が飛び込んできた。

「わッ……！」

「いいところだろ？」

　魎呼はゆっくりと高度を下げ、水面一メートルぐらいのところで静止した。

「海と空。なんにも余計なものがなくってさ」

「魎呼、またやったな！　一体どこまで来たんだ？」

「さあな」

　魎呼は笑っている。

「とりあえず海のど真ん中まで」

「ど真ん中……」

　天地は覚かく悟ごを決めて辺あたりを見回した。

　ハワイは大小合わせて八つの島があるはずなのに、何一つ目に入らない。

　オアフ島からも定期航路からも遠く離れてしまったのだろう。

「魎呼！」

　天地は文句のひとつも言ってやろうと口を開いた。

　が、口まで出かかっていた文句は魎呼の顔を見ているうちに引っ込んでしまった。

　魎呼があんまり楽しそうな顔をしていたからだ。

「なあ、天地ィ……ここ、いいだろ？　昨日一人でここまで来たんだ。ここにいりゃつまんないことなんか忘れちまうぜ。たまにはあたしにつきあってくれよ」

「うーん……」

　ショックが静まると次し第だいに心が軽くなっていくのが分かった。

「イヤか？　イヤならそう言ってくれ。ビーチに戻るからさ……残念だけど」

　魎呼の顔が曇くもる。

　まるで怒られるのを予想している子どもみたいだ。

　天地はおかしくなった。

「別にイヤじゃないさ。ちょっと怖いけど」

　曇りはたちまち晴れやかな笑顔に変わった。

「怖い？　ああ、そうか。おめーは人間だもんな」

　魎呼は天地を抱えたまま水面すれすれまで高度を下げ、球状の結界を張った。

「ほら、もう手を離していいぜ」

　球状の透明な結界はゆらゆらと波に任まかせて揺ゆれ出した。

「なんだかシャボン玉の中に閉じ込められたみたいだな」

　天地は空を見上げ、眩まぶしそうに目を細めた。

「こんなの、初めてだ」

「あたしもなかなか役に立つだろ？」

「まあな」

　天地はちょっと意地悪することにした。

「これで面めん倒どうを起こさなきゃほめてやるんだけど」

「言ったな！」

　結界がしゅっと音を立てて消えた。

　天地はあっと言う間に海に滑すべり落ち、慌あわてて手足を動かした。

「魎呼！」

　ようやく水面に顔を出す。

「あっはっは！」

　魎呼は笑いながら天地を見下ろした。

「そんなこと言ってると鯨くじらのエサにしちまうからな」

「鯨は人間なんか食わないよ」

　天地は立ち泳ぎしながら怒ど鳴なり返した。

「ちょっと来いよ。冷たくて気持ちいいぜ」

「知ってらあ。昨日ずっとここにいたんだから」

　魎呼は笑いながら水面を滑すべるように近づいてきた。

　足先は宙に浮いている。

「魎呼、あのさ……」

「何だよ？」

　魎呼の足先が水面に触れた。

「つかまえた!!」

　天地は魎呼の足にしがみつくと、水中に引きずり込んだ。

「あ、つめてー！」

　魎呼は身をもがき、足をばたばたさせて天地の手を振りほどいた。

「マグロのエサにしてやるからな」

「残念でした。マグロはもうちょっと北の海だよ」

「じゃあサメだ！」

　魎呼は歯を剝むき出して天地に嚙かみ付くふりをした。

　ホント、子どもみたいだ。

「嚙むなよ。俺の人生まだこれからなんだから」

　天地は笑い出した。

　こんなことやってると子どもに帰ったみたいだ。

　近くの川で友だちと水遊びしてたっけ。

　足滑すべらせて流されて、あやうく溺おぼれかけたこともあったっけな。

「結局びしょびしょになるんなら、水着着てくればよかったよ」

　天地はぼやいた。

「おめーが悪いんだぜ。結界の中でおとなしくしてりゃあよかったのに」

「どうせ泳ぎたかったんだろ？　じゃ何着てても一いつ緒しよだよ」

「乾かせばいいじゃんか」

　魎呼は天地のＴシャツをむしり取ると、丸めて空中高く放り投げた。

「あれが落ちたところまで泳ごうぜ」

　Ｔシャツボールは太陽に紛まぎれて見えなくなってしまった。

「ひどいな。衛えい星せい軌き道どう上まで飛ばしたんじゃないだろうな」

「ほら、落ちてきた！」

　魎呼は再び水面に浮き上がり、目を細めて上空を見上げた。

「魎呼、取ってこいよ。俺おれもう疲れたぜ」

「うるせえヤツだな」

　不意に魎呼が背後に瞬間移動してきた。

　と思う間もなく天地は魎呼の腕に抱えられ、波の上をまっすぐ飛んでいた。

「ほらよ！」

　魎呼が片手でＴシャツをキャッチする。

「火山でも見に行くか？　服なんかすぐ乾くぜ」

「人のいっぱいいるところはダメだ」

「観光客のこねえところだよ」

　言うなり視界がブレた。

　魎呼と天地はキラウェアの火口のすぐ上に浮いていた。

「結界張ってるけど足降おろすと火傷やけどするからな」

　天地は息を吞のんだ。

　岩場の縁ふちから下を見下ろすと、オレンジに光る溶岩が沸わき立ち、流れていくのが見える。

「四千二百度なんだってな」

　さらりと言う。

「人間なんかあっという間に蒸発しちゃうだろうな。あたしは結界があるから大丈夫だけど泳ぐにはちょっち熱すぎるぜ」

「怖いこと言うなよ」

　結界の中にいても熱が感じられるようだった。

「こういうの、好きだぜ」

　魎呼はうっとりと火口を見下ろしていた。

「ちまちましたものは嫌いなんだ。言ったの言わねえだの、イジメたのイジメられただの、面めん倒どうでな」

　天地がそっと盗み見ると、魎呼の明るい瞳ひとみにオレンジの炎が映り込んできらきら輝いているのが見えた。

「今まで宇宙と星しかない世界にいたせいだろ、きっと……でもおめーは好きだぜ」

　ふっと恥はずかしげな笑みがこぼれた。

「もうちょっとハッキリしろって言いたくなる時もあるけどさ」

「自分でもそう思うよ」

　天地は妙みように素直な気持ちになって呟つぶやいた。

「なんだか面めんと向かうとつい、気を使っちゃうんだ。こんなこと言ったら悪いかなとか、傷つけちゃうんじゃないかとか」

「それがおめーのいいところなんだけどさ」

　魎呼は天地の体にまわした手に力をこめた。

「今あたしが手を離したら、一いつ巻かんの終わりだな」

「うん」

　言葉とは裏腹に魎呼の気持ちが伝わってきて天地は胸の奥が熱くなるのを感じた。

「魎呼はそんな女の子じゃないよ」

「ああ……」

　魎呼の鼻が首筋に触れた。

「おめーだけだぜ。あたしを女の子って言ってくれるのは」

　だって、女の子じゃないか。

　天地は魎呼の手に自分の手を重ねた。

　なぜか、そうするのが自然に思えたのだ。

「すごいな……自然の力って」

　魎呼はもっとすごい。
















　力も能力も、俺は魎呼にはとても及ばない。

　でも気持ちは普通の女の子なんだ。

　だから……好きなんだ。




　互いに無言のまま、どれくらいここにいたのだろう。

　ヘリコプターのプロペラ音が聞こえ、魎呼がはっと顔を上げた気け配はいがした。

「行こう、天地。火口見学のヘリだぜ、あれ」

　魎呼は瞬間移動した。

　着いたところはワイキキ・ビーチではなく、人ひとりいない小さな海岸だった。

「ここ、どこなんだ？」

　天地は辺あたりを見回した。

　きっとここも観光客が訪れるポイントなんだろう。

　だが今は誰もいない。

「あたしも知らねェんだ。でも、きれいだろ？　ほら……」

　砂浜に膝ひざをついた魎呼の指からさらさらとオリーブグリーンの砂がこぼれ落ちた。

　砂浜全体が淡あわいオリーブグリーンに輝いている。

「人がいっぱいいてお祭りみたいに賑にぎやかなところもいいけどさ、きのうふらふらしてた時にここ、見かけてな。おめーを連れてきてやりたかったんだ」

「緑の砂なんて珍しいなあ」

　天地はまだ濡れている短パンのポケットを探ったが、入れて帰れるようなものは何も持ってなかった。

「服が乾けばポケットに入れて持って帰れるぜ。脱いじゃえよ。どうせ誰も見てないんだから」

「うん……」

　天地はさすがに躊ちゆう躇ちよしたが、いまさら照れてもしょうがない。

　どうせ下はトランクスだし、魎呼はそんなの見慣れてるしな。

　濡ぬれたＴシャツと短パンが砂浜に広げられ、二人は直射日光を避けて階段状の岩場に移動した。

「さてと。おめー、寝たかったら寝ていいぜ」

「え？」

「きのう阿重霞の騒ぎでろくに寝てないんだろ？　あたしゃちょっとお魚ちゃんと遊んでくるからよ」

　魎呼は照れたように笑うと砂浜に降りて行こうとした。

「待てよ」

　急に胃が空っぽになったような気分。

「？」

　魎呼が不思議そうな顔で振り返る。

「あのさ……ここにいてくれないか？」

「なんだ」

　魎呼は笑い出した。

「おめー、意外に寂さびしがりやなんだな」

「そんなんじゃないよ」

　天地は恥ずかしくなったついでに視線を落とした。

「やっぱりいいや。服がどっか飛んでかないように見ててくれ」

「オッケー。ここにいてやるよ」

　魎呼は天地の横に腰を下ろすと、目を細めて砂浜を見た。

　白いＴシャツは重しが乗せてあったが、袖そでや裾すその部分は風にあおられてはためいていた。

「一いつ緒しよに昼寝しようか？」

「えッ？」

　不ふ意いに魎呼の手が肩にかかり、天地を押し倒した。

「好きだよ、天地」

　魎呼の息が首筋をくすぐる。

「ちょっとの間でいいんだ。何にもしない。何にもしなくてもいい。少しだけ……夢を見せてくれよ」

「魎呼……」

　魎呼の髪は海と風の入り混まじった匂においがした。

　天地は腕を動かすこともできずに魎呼の息いき遣づかいだけを聞いていた。

　今、魎呼の耳は俺の心臓のすぐ上に押し付けられ、腕は俺の肩をしっかりと抱いている。

　魎呼……いいのか？　俺なんかで……いいのか？

　破裂しそうな思いとは裏腹に、天地は指一本動かせなかった。

　このまま我を忘れてしまえばもう今いる世界には戻もどれなくなる。

　路ふみ出したらもう後あと戻もどりできないんだ……。

「魎呼？」

　その思いだけが天地を押し止とどめていた。

　何も言えなかった。

　言葉にするのが怖かったのかも知れない。

「ん……」

　魎呼が身じろぎした。

「いいんだ……そのままで……」

　天地は進しん退たい窺きわまったまま、とろけるような幸福のウェーブに身を任せていた。

　風と波と太陽だけが作り出す小さな世界。

　天地は遠く思いを馳はせた。

　俺のことを……俺だけを見つめていてくれた魎呼。

　俺がまだ小さくて何も知らなかった時にも、そばにいてくれた。

　俺は……。

　ふと阿重霞の顔が浮かんだ。

　阿重霞は悲しそうな、諦あきらめたような顔で天地を見つめていた。

　天地は心臓が一瞬、震ふるえるのを感じた。

　そうじゃない、そうじゃないんだ。

　俺はまだ選ぶわけにはいかない。

　俺はまだそれだけの年齢にも成熟にも達していないんだから。

　辛つらい……このまま魎呼を抱き締められたらどんなに幸せだろう。

　天地は目を閉じた。

　心は揺れ動き、息をするのも苦しく感じられるほどだった。

　やがて波はゆっくりと引いていき、天地は苦しみのない世界に滑すべり込んでいった。

　眠りのヴェールが訪れる刹せつ那な、天地は冷ひややかに笑う女の幻まぼろしを確かに見た、と思った。

　幻の女はアメリカ式に手のひらを見せ、不吉な笑みを浮かべながら指をくねらせるように天地を差さし招まねいていた。








第八章　天地ははっと……









　天てん地ちははっと目を覚ました。

　そのまま眠ってしまったらしい。

「魎りよう呼こ。魎呼！」

「ん……」

　魎呼は目をこすりながら体を起こすと、恥はずかしそうにニカッと笑った。

「寝ちまったぜ」

「うん……」

　天地は飛び起きた。

「やばい！　昼までに帰らなきゃならないんだった！」

　慌あわてて砂浜に走る。

　Ｔシャツも短パンもからからに乾いてオリーブグリーンの砂が積つもっていた。

「あちゃー……」

　砂を払うのももどかしく身につける。

「今何時だろ？　魎呼、時計持ってないよな」

「だいぶ寝てたみたいだな」

　魎呼は眩まぶしそうに目を細めて太陽を見上げ、岩場を指さした。

「ほら、ずいぶん影が動いてる。あたしのカンじゃ二時か三時だな」

「三時!?」

　天地はくらくらした。

「魎呼、頼む！　すぐ帰ろう」

「いまさら急いでもしょうがねェと思うけどな」

　天地の慌てぶりに魎呼はからからと笑うと、大きく伸びをした。

「ま、いいや。帰ろうか」

　名も知らぬビーチからホテルまではほんの一瞬だった。

　人込みのど真ん中にいきなり出現したりしなければ、瞬間移動は至し極ごく便利な能力である。

「もう誰もいないだろうな」

　天地は小走りに走りながらちらりとロビーの時計を見た。

　時計の針は二時四十五分を指していた。

　お昼にみんな集まったとすれば、二時間四十五分の遅刻だ。

「やっぱり……」

　店にはもう、誰もいなかった。

　夜の準備があるのだろう、店自体が休きゆう憩けい時間で入り口に立て札が立っていたのである。

「俺、部屋に行ってみる」

　天地は気も漫そぞろに魎呼の方を振り返ると、エレベーターホールに向かって駆かけ出した。

「じゃ、あたしはビーチに行ってるよ。こういう時、携けい帯たいがあれば便利なんだけどな」

　最後の方は自分に向かって呟きながら魎呼はビーチの方に歩きだした。

　ビーチに行く途と中ちゆうには大きなプールがある。

　ミホキヨと砂さ沙さ美みが一いつ緒しよなら、どっちかにいるに決まってる。

　阿重霞と鷲羽わしゆうは今日一日中一緒だろうし、オヤジは浜はま辺べ伝づたいに水着ウォッチング、じじいは木こ陰かげのバーでスポーツチャンネルでも見ながらビールだろ、きっと。

　旅行前、ガイドブックを熟読した魎呼は誰にも言わなかったが内容を全すべて暗記していたのであった。

　こういうところは人間離れしているというか、さすが鷲羽の娘である。

　案あんの定じよう、ミホキヨ砂沙美コンビはビーチにいた。

　しっかり帽子を被かぶり、ホテルのビーチタオルを肩にかけて砂遊びの真っ最中である。

「よォ、砂沙美ちゃん。でっかいお城だな」

「あっ、魎呼お姉ちゃん！」

　砂沙美はすぐに気づいて振り向いた。

「分かる？　樹じゆ雷らい皇おう宮きゆうだよ。お姉ちゃんたちにだいぶ手伝ってもらっちゃったけど」

　砂遊びしている子どもにしかできない、輝くような笑顔。

「すげえなー。本物かと思っちゃったぜ」

　魎呼はしゃがみこんでまじまじと砂の樹雷皇宮をのぞいた。

「昼ごはん、食べたか？」

「うん、食べた。魎呼お姉ちゃん、どこ行ってたの？　天地兄ちゃんは？」

「時計持ってなかったから時間が分からなかったんだ」

　さらりとかわす。

「そうだったんですかぁ？　阿重霞さん、ずいぶん気にしてましたよ」

　美星は別に疑いもしなかった。

「どこ行ったんだ？」

「買い物行くって、鷲羽さんとタクシー乗ってったわ」

　清音は立ち上がると、笑いながら魎呼の耳を引っ張って囁ささやいた。

「ちょっと！　白はく状じようしなさいよ。天地さんとどこ行ってたの？」

「尋じん問もんはゴメンだぜ」

　魎呼はするりと身をかわした。

「観光ツアーしてたのさ。瞬間移動でな。ウソだと思うんなら本人に聞いてみな」

「本人？　どこに？」

　と、天地が息せききって走ってくるのが目に入った。

「清音さーん、美星さーん」

「天地兄ちゃん、スト──ップ！」

　危うく樹雷皇宮は崩ほう壊かいを免れた。

「あっゴメン、砂沙美ちゃん」

　天地はそろそろと足をどけると、自分の足あし跡あとを指でならした。

「すみません、遅くなっちゃって」

「阿重霞さん、泣きそうな顔してたわよ」

　清音は笑いをこらえて天地を横目で睨にらんでみせた。

「魎呼と観光ツアーだって？　お昼すっぽかすほど面白かったのね」

「はぁ……」

　魎呼の奴、何を言ったんだろう？

　天地はドキドキして魎呼を盗み見た。

「あーあ、羨うらやましいなー。アタシなんかこの相あい棒ぼうのお世話ばっか。添てん乗じよう員いんの気分だわ」

「何ですかぁ？」

　美星がきょとんと顔を上げる。

「何でもない。ねえ、砂沙美ちゃん、どんなにいっしょうけんめい作っても潮しおが満ちてくればみんな流されちゃうのよ」

「うん、いいの」

　砂沙美は細心の注意を払って最後の塔とうを仕上げると、手をはたきながら立ち上がった。

「じゃ、天地兄ちゃん、カメラ！　お昼に遅刻した罰ばつだよ」

「うん、分かった。砂沙美ちゃんと一緒にバッチリ撮とってやるよ」

　天地は遅刻の件が追求されなかったことを内心喜びながら、再びエレベーターホールに向かって走りだした。

「はぁ……こんなにいっしょうけんめい作ったの、初めて」

　美星は砂の芸術を見下ろしてにっこりした。

「作り始めたのがお昼前だったら、私だって約束の時間忘れてたかも知れないわ。ハワイってそういうところなのね」

「うん、そうかもな」

　魎呼は笑い出した。

「ここの神様はきっと、おめーみたいな奴が好きだぜ。肌はだの色だって似てるし、花でも飾かざればそのままステージに立てると思うな」

「そうですかぁ？」

　美星も嬉うれしそうに笑い返した。

「私ね、この島とテンポが合うみたいなの。だってみんな、ゆったりしてるでしょ？　せかせか歩いてるのって、観光客だけだわ」

「この二人はね、アタシが帽子とタオル取ってきてやらなかったら今頃日射病でぶっ倒れてたでしょうよ」

　清音はやれやれという顔で肩をすくめた。

「分かるでしょ？　アタシの苦労」

「そういう奴もいねェと困るのさ」

　魎呼は珍しく素直に同意した。
















「さてと。魎りよう皇おう鬼きはどうしたんだ？」

「エアコンの利きいた部屋の中でお昼寝だよ。ほら、あの毛皮でしょ？　可か哀わい想そうだから起こさなかったの」

「じゃ、あたしも夜に備そなえて昼寝してくっかな」

　と、そこに天地がカメラを持って走ってきた。

「砂沙美ちゃん、お待たせ！　ほらみんな並んで」

　砂沙美と魎呼とミホキヨは砂の樹じゆ雷らい皇おう宮きゆうを囲むようにフレームに収おさまった。

「１たす１は？」

「にィ～～～!!」

　最近の記念撮影はこのパターンである。

「天地兄ちゃん、ありがとう！　ね、泳ぎに行こ！」

　砂沙美が嬉うれしそうに飛びついてきた。

「う、うん」

「午前中は魎呼お姉ちゃんと遊んでたんだから、今度は砂沙美の番だよ！」

「美星さんたちは？」

　天地は言げん外がいの意味をこめて二人の一級刑事を見た。

「いっぱい水遊びしたから今度は買い物行きたいな～……阿重霞さんが行ったところ」

「アラモアナ？　アタシも行きたいわ。なんてったって世界の一流ブランドが揃そろってるんだもの。ディオール、グッチ、シャネル、エルメス……」

　清音はうっとり宙を見上げた。

「行かない？　ちょっと遅くなっちゃったけど」

「うん、行く行く～！」

「ええ～、お姉ちゃんたち行っちゃうの？」

　砂沙美が抗議の声を上げた。

「じゃあ砂沙美も行くっ。天地兄ちゃんも行こっ」

「買い物ね」

　天地は内心不安なものを感じたが、ここまで盛り上がられると反論できないのだった。

「魎呼……はどうする？」

「行くに決まってんだろ？」

　魎呼はニカッと笑った。

「ねぇ～ン、天地ィ。あたしのこと置いてかないだろォ？」

　阿重霞もいないというのに魎呼の［ねぇ～ン］攻撃。

「う、うん……」

　天地の脳のう裏りにほんの一時間未来の自分がはっきり映った。

　山のような荷物を抱え、買い物軍団の三歩後ろをよろよろ歩いている自分の姿だ。

　あげくの果はてはショッピングセンターの噴水のそばかなんかで犬みたいに座りながら、通る人の数を数えたりなんかしているのである。

　そして通行人の数が百を越こえても主人は帰って来ない、というわけだ。

「じゃ、着替えてこいよ。俺も財さい布ふ持ってくるから」

「やったぁ！　アイス食べようね！」

　天地と買い物軍団予備軍は砂の樹雷皇宮を残してエレベーターホールに向かった。








第九章　さて、霊れい波は探たん知ち機きを手に……









　さて、霊れい波は探たん知ち機きを手にホテルの敷地内をくまなく見て回っていた鷲羽わしゆうと阿あ重え霞かは、午後になってアラモアナ・ショッピングセンターに来ていた。

　ここに来れば何でも揃うという巨大ショッピングセンターの筆ひつ頭とうである。

　どこぞのお嬢じよう様さまかと見まごうような白しろ襟えりのワンピース姿の阿重霞と、米国本土メインランドからちょっと遊びに来て今そこで買ったばっかりみたいなクレイジーキャットのＴシャツを着た鷲羽はなかなか不ふ思し議ぎな取り合わせだ。

「ねえ、鷲羽さん。幽ゆう霊れい探しなんてもううんざりですわ。天地様もとうとう戻って来なかったし……」

　阿重霞は綺き羅ら星ほしのごとく世界のブランドが並ぶ二階のストリートを物もの憂うげな足取りで歩いていた。

「さすがに一流と言われるお店はお品が違いますこと」

　天地様ったら一体どこに……魎りよう呼こと何をしてたのかしら。

　今この世で一番気き掛がかりな疑問が心の中に居い座すわっているせいで、阿重霞は気も漫そぞろなのである。

　いけないわ、天地様を責めるようなことを考えたりしては。

　あんまりしつこくしてもし嫌きらわれたりしたらわたくし、生きていけませんもの。

　ああ……それにしても何な故ぜこんなに体がだるいのかしら？

　阿重霞は次々とウィンドウショッピングしながら一いつ軒けんの店の前で足を止めた。

「あのワンピース……」

　それは曙あけぼのの空のような初うい々ういしいバラ色のドレスだった。肩の部分は折り返しのオフショルダーになっていて、体にぴったりしたボディからふわっと広がったスカートに続いている。

「……なんてきれい」

　阿重霞は引き寄せられるように店の中へ入り、うっとりと服を見上げた。

　着てみたい……そう思っただけで胸がドキドキした。

　地球の女の子みたいに見えるわ、きっと。

　恥はずかしいけど思い切って肩と足を出して、南の風に吹かれるの……天地様は見て下さるかしら？

　可愛いと思って下さるかしら？

「何かお探しですか」

　店員が寄よってきて物もの柔やわらかな物もの腰ごしで尋たずねた。

「これを……見せて下さいな」

　シルクサテンの生地にうっとりと指を走らせながら、阿重霞は自分が生まれて初めて物ぶつ欲よくのとりこになったのを感じた。

「着てみてもよろしいかしら」

「もちろん結けつ構こうでございますよ」

　店員は洗せん練れんされた笑顔を見せ、上じよう客きやくと目め星ぼしをつけた阿重霞をフィッティングルームに案内した。

「鷲羽さん、手伝って下さいな」

　服のことで頭がいっぱいの阿重霞は召し使いを呼ぶように鷲羽を呼び付け、フィッティングルームのドアを閉めた。

「おやおや、お姫様に戻っちゃったわ」

　鷲羽は呟つぶやきながらも背中のチャックを留とめてやり、スカートを整えてやった。

　鏡の中の阿重霞は咲さき初めたバラの化身のようだった。

「わたくし……似合うかしら？　肩も出てるし、胸も開き過ぎじゃありません？」

「とっても素す敵てきよ、阿重霞殿」

　鷲羽は微ほほ笑えんだ。

「あんまりきれいで天地殿がびっくりするわ、きっと」

「…………」

　阿重霞は鏡かがみの中の別人のような自分をうっとり見つめた。

　だが、樹じゆ雷らい式に後ろで二つに結んだ髪はこの服にはそぐわない。

　阿重霞は一瞬躊ちゆう躇ちよしたが二本の尻しつ尾ぽをくるくるとまとめ、頭の後ろにピンで留めた。

「お父様がご覧らんになったら何とおっしゃるか……」

　足元を見下ろすと、今まで履はいていた靴が全然似合わないように感じられた。

「靴も欲しいわ……バッグも。この服に相応ふさわしいものが」

　阿重霞は全身に染しみ渡るような幸福に浸ひたりながら、もどかしい焦しよう燥そうに駆かられた。

　買い物って、こんなにわくわくすることだったのね。

　清きよ音ねさんたちが夢む中ちゆうでガイドブック見てた気持ちがやっと分かったわ。

　フィッティングルームのドアを開けると、店員が褒ほめたたえてくれるのだった。

「素す晴ばらしい！　よくお似合いですよ」

「ありがとう」

　阿重霞は鷹おう揚ように頷うなずいた。

「これ、いただきますわ」

　そこで阿重霞はようやく気づいたのだった。

　この素晴らしいドレスは一体いくらするのだろう!?

「三千五百ドルでございます。御お召めし替えが済すみましたらこちらのカウンターへどうぞ」

　阿重霞は困こん惑わくした。

　三千五百ドルは大たい層そうな金額である。

　阿重霞は現金はおろか、カード一枚持ってないのだった。

「ノープロブレム」

　鷲羽はもう一度阿重霞をフィッティングルームに押し込むと、ポケットからカードを取り出して阿重霞の手に滑すべり込ませた。

「これで払はらいなさい。キャッシュで払ったりしたらかえってヘンだわ」

　鷲羽はフィッティングルームのドアを閉めると、自分にはそんな金額縁えんがありません、という顔で店内を見て回った。

　阿重霞はもう一度、ドレス姿の自分を鏡に映うつして見た。

　脱ぬいでしまうのが惜おしいような気持ちでドレスをフィッティングルームの床に滑すべり落とす。

　下着一枚になって自分の着ていたワンピースを拾い上げた時だった。

「ミス・ディオール。君のために誂あつらえたようなドレスだ」

　耳元で声が囁ささやいた、と思う間もなく阿重霞の背はい後ごに男の影かげが浮かび上がった。

「おっと、叫んじゃダメだ。そんなカッコで悲ひ鳴めいあげたりしたら恥はじかくのは君なんだぜ。君は美しい。そんな目に遭あうのは見たくない」

　不ふ意いに忘れていた全すべての記き憶おくと恐怖が蘇よみがえった。

　間違いない、昨日の夜、ラナイの向こうに立っていた男だ。

「じっとしてるんだ。何もしやしない」

　男は黒い瞳に欲望を滲にじませながら阿重霞の首に手をかけた。

　男の指から氷のような冷気が伝わってきて、阿重霞は思わずびくっとした。

「声を立てるなよ」

　男は鏡の中の阿重霞をぎらぎら光る目で見み据すえながら首筋に沿そって指を滑らせ、肩の線をなぞって肘ひじの辺あたりまで手を下おろした。

　不意に両腕が強い力でつかまれた、と思った瞬間、男の唇が阿重霞の剝むき出だしの肩に押し付けられた。
















　痺しびれるような痛みに一瞬、歯を立てられたかと思った。

「いい子だ……続きは今夜にとっておこう」

　鏡に映った男の姿が現実感を失い、薄れていく。

　金かな縛しばり状態で声も出なかった阿重霞の呪じゆ縛ばくが切れた。

「あなたは……誰なの!?」

「言わなかったか？」

　男の声が嘲あざ笑わらうように低まった。

「俺のことはバトゥと呼んでくれ。スペイン語で野郎のことさ。おふくろがつけてくれた名もあったんだがもう忘れちまったんでな」

　ふっと男の姿が消え、鏡の中には下着姿のまま震ふるえている自分だけが取り残された。

　男の唇が触れた部分はキスマークのような赤黒い痣あざになっていた。

　阿重霞は唇を嚙かみ、手早く服を着けるとフィッティングルームのドアを開けた。

「どうしました、お客様。顔色が良くないですよ」

　店員が気き遣づかわしげに声をかけたのと、鷲羽がはっと振り向いたのは殆ほとんど同時だった。

「大丈夫です」

　阿重霞はカードを手渡すと、気持ちの動どう揺ようを押さえるように堅かたく手を握り締めた。

「これでお願いしますわ」

「承りました。こちらにどうぞ」

　阿重霞が支払いの手続きをしている間、鷲羽は嚙み付きそうな顔で霊波探知機を睨にらんでいた。

　窓の中のオバケはレベル１のところで目をパチパチさせていたが、阿重霞が出てきた瞬間、確かにレベル10まで跳はね上がったのだ。

「レベル10！　エネルギーから言うと憑とり殺されても不思議じゃないわ」

　だが阿重霞は生きている。

　レベル10の霊波を発したものが阿重霞を殺すつもりがないのは確かだった。

「阿重霞殿、一体なにがあったの？」

　支払いを終え、ディオールの純白のショップバッグを持った阿重霞の顔は紙袋と同じぐらい白かった。

「鷲羽さん、休ませて。わたくし、気分が……」

「分かったわ」

　阿重霞と鷲羽は取り敢あえずエスカレーターで一階に降おり、一番手近なマカイ・マーケット・プレイスのテーブルについた。

「で、単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞くけど、出たのね？」

「ええ」

「夜中にラナイに立ってたのと同じ男なの？」

　阿重霞は頷うなずくと、ワンピースの襟えりを下げて見せた。

　首筋にはくっきりと赤黒い痣がついている。

「わたくしの後ろに現れたと思ったら、腕を押さえて無理やり……」

　阿重霞は顔を伏せた。

「どうして？　なぜこんな目に遭わなければいけないの？　わたくしが何をしたというの!?」

「たちが悪そうね」

　鷲羽は難むずかしい顔をした。

「もっと手て掛がかりはない？　例たとえば名前とか、最初に見たのはどこだとか」

「もっと早くお話しすれば良かったんですわ。でも思い出せなかったんですもの」

　阿重霞はようやく顔を上げ、浜辺のくだりから話し出した。

　鷲羽は腕組みしたまま頷うなずいていたが、話が途と切ぎれると眉まゆをひそめた。

「阿重霞殿にしか見えなかった。偶ぐう然ぜん波は長ちようが合ってしまっただけだと思うけど、向こうはそうは思わなかった。そして阿重霞殿を付け回し始めた。……一体目的は何なの？」

「きっとあちらの世界にわたくしをつれ去ろうとしているのですわ」

　男の目付きを思い出し、阿重霞は身震いした。

「鷲羽さん、助けて！　わたくし、怖い……夜になるのが恐ろしいわ」

「大丈夫。必ず私たちで守ってあげるから」

　鷲羽は思わず断だん言げんしたが、今のところ敵の方に分ぶがあることを忘れてはいなかった。

　相手は霊的存在だ。

　それも普通の霊と違って気け配はいを隠かくすことができるらしい。

　一ひと筋すじ縄なわでは行かない。

「阿重霞殿の持つ樹じゆ雷らいのエネルギーはきっと何か奴やつを引き付けるものがあるんだわ。理由が知りたい……なぜ奴が阿重霞殿にこだわるのか」

　と、阿重霞が不ふ意いに頭を抱えた。

「頭が重い……力が入らないわ」

　不意に阿重霞の体が揺ゆらいだように見えた。

「鷲羽さん、わたくし……引き込まれる……」

「阿重霞殿！」

　何もできなかった。

　霊波探知機のレベルは動いていないのに、阿重霞の体からは生せい気きが吸すい取られているように見えた。

　鷲羽は思わず阿重霞の手をつかみ、耳元に怒ど鳴なった。

「気をしっかり持って！　あなたの世界はこっちよ。自分の手に意識を集中して！」

　息いき詰づまるような瞬間が過すぎ、阿重霞はきょとんと顔を上げた。

「鷲羽さん、わたくし今……どうしたのかしら？」

　記憶がなくなっている!?

　鷲羽は耳を疑った。

「何か食べたいわ。鷲羽さん、お金貸して下さいな」

　阿重霞は虚うつろな表情で立ち上がり、歩きだそうとして椅い子すに躓つまずいた。

「危ない！」

　鷲羽はとっさに席を立ち、阿重霞の腕を取った。

「おかしいの。めまいがするの。喉のどがカラカラ……」

　阿重霞の顔は真っ青で、ふっくらとしていた頰ほおには影が落ちていた。

「阿重霞殿、ここを出ましょう。ホテルに帰るのよ」

　と、その時だった。

　向こうから賑にぎやかな声が聞こえてきた、と思うと砂沙美が大きく手を振ふりながら走ってきた。

「お姉様──！」

「砂沙美？」

　阿重霞は振り向いた。

「阿重霞さーん、鷲羽さーん」

　元気いっぱいのミホキヨに魎呼と、山のような荷物を抱かかえた天地が入ってきたのが見えた。

「こーんな広いとは思わなかったですぅ。会えただけでも奇き跡せきだわ」

　美星は清音と天地に手て招まねきすると、自分は空あいた席に腰を下ろした。

「もう幸せ、幸せ、幸せすぎてどうしましょう！　ステキなお洋服や可愛い小物やきれいなお菓子がいっぱいあるんですもん。ああ、私、アラモアナに住みたいわ！」

「三日分の予算を二時間で使っちゃったんだから、この子は！」

　清音がやれやれという顔で笑った。

「天地さん、ありがとう。そんなに無理して持ってくれなくても良かったのに。何が飲みたい？　何でもおごるわよ」

「おや、阿重霞さん、髪を上げたんですね。何かいいもの見つかりました？」

　天地はよっこらしょと荷物を降おろし、そばのテーブルから空いた椅い子すを抱えてきた。

「女の子っていいですね。こんなに買い物に夢中になれるなんて。俺も女の子に生まれればよかったなあ」

　髪を上げた阿重霞は妙みようにやつれたように見えたが、天地は気き遣づかって何も言わなかった。

「よォ阿重霞、何バテてんだよ？」

　魎呼が目ざとく覗のぞき込む。

「顔色悪わりィぜ。幽ゆう霊れいには会えたのか？」

「ゆ、幽霊……」

　阿重霞は一瞬虚うつろな視線を走らせ、振ふり払うように頭を振った。

「幽霊なんて会いませんでしたわ。お願い、誰か何か買ってきて下さいます？　わたくし、倒れそう……」

「はいはい、清音添てん乗じよう員いんが買ってきてあげるわ。何がいい？」

　みんなが賑にぎやかに注文を出すのを見ながら、鷲羽は心の中に闘とう志しが湧わき上がってくるのを感じていた。

　たかが幽霊一匹にこの天才鷲羽ちゃんが振り回されてるなんて！

　こうなったらエクソシストの真ま似ねでも何でもやってやるわ。どこのどいつだか分からないけど、この鷲羽ちゃんに向かってなめた真似してくれるじゃないの！

「鷲羽ちゃんはコーヒー。ブラックでね」

　まずはホテルに帰ってデータベースにアクセスしなきゃ。ジョージも呼んできて手分けしてやればなんとかなるはず……。

　鷲羽はホノルルの死亡者リストを徹てつ底てい的てきに洗うつもりだった。

　そんなに昔のことではないだろう、という勘かんがあった。

　余よ程ほど強い思いを残した者でなければ死後何十年も姿形を保たもち、意志を保つのは難しい。

「阿重霞殿、がんばるのよ」

　鷲羽はディオールのドレスを試着した時の、幸せそうな阿重霞の顔を思い浮かべた。

　あまりにも可か哀わい想そうだ、このままじゃ。

　そのドレスを着て、天地殿とサンセットクルーズに行くんでしょ？

　なんて健けな気げな子なの！　大丈夫、この私がちゃんと望みを叶かなえてあげるから。




　はあぁ……鷲羽ちゃんたら、今回はマジメだわ。

　鷲羽は少し落ち着いたらしい阿重霞の横顔を見ながら、ムキになっている自分を多少後ろめたく思った。

「要するにアレだわ。退屈よしばしさようなら、スリルとサスペンスさんこんにちはってヤツ」

「鷲羽さん、なに独ひとり言言ってるんですか？」

　阿重霞のやつれた様子が気き掛がかりになった天地は、何となく後ろめたい気分で鷲羽の腕をつついた。

「あっ、なんでもないの。やっぱコーヒーは自分で入れた方がうまいかなあ……なんつって」

　阿重霞は何も聞いていなかった。

　既すでにこの時、阿重霞の魂……と言って語ご弊へいがあるなら生命エネルギーの半分は彼ひ岸がんの闇やみに吸すい取られ、肉体は残りの半分の力で懸けん命めいに生命活動を維い持じしようとしていたのである。








第十章　その夜のことだった。









　その夜のことだった。

　夕方あたりから風が強くなり、ベストシーズンのハワイには珍しく雨が落ちてきた。

　天てん地ちたちは外出を諦あきらめてホテルで夕食を取ることにした。

　敷地内には実に様々なレストランやショップがあって和洋中、よりどりみどりである。

　天地たちが選んだのはハワイでトップ20に輝いたという（これもガイドブックの受け売りだが）、広かん東とん料理の専門店、ゴールデン・ドラゴンだった。

　店内は豪ごう華かで格かく式しきが高そうだが中華料理店なので子ども連づれでも嫌がられることはない。

　さすがに魎りよう皇おう鬼きまでは連れて来れなかったが、天地たちは素晴らしい料理を味わい、今日一日の報告などで盛り上がって楽しい一時を過ごしていた。

　阿あ重え霞かのことを気にしなければ、である。

「お姉様がそんなに食べるの、初めて見たよ」

　砂さ沙さ美みはおなかをさすりながら椅い子すによっかかった。

　そういう砂沙美も子どもにしてはしっかり食べた方である。

「ええ、わたくしも驚いておりますの」

　阿重霞は相あい変かわらず血の気のない顔で微ほほ笑えんだ。

「ここの空気のせいかしら？　食べても食べてもすぐおなかが空くんですもの」

「でもそれにしちゃ顔色良くないなあ。大丈夫？　おなかこわさないでね」

　阿重霞は曖あい昧まいに首を振ふり、微ほほ笑えんだ。

　妙だわ……遅ればせながらはっきりと意識する。

　胃が苦しくなるほど食べているというのに実感がない。

　満足感もないのだ。

　ただ食べなくては……もっと栄養を取らなくては……そんな危機感に駆かられて食べているだけなのだった。

　わたくし、病気なの？　名前も分からない病気になって、死んでしまうの？

　不ふ意いに涙が盛もり上がりそうになって、阿重霞は慌あわてて目を逸そらした。

　ゴールデン・ドラゴンから見える緑豊かな夜景も、今日は強い雨あま粒つぶに打たれて沈しずんでいる。

　今まであまりに晴れやかな天気が続いたせいで、阿重霞はここにも雨が降ふり、曇りの日や嵐の日があることを忘れていた。

「雨もいいですわね……」

　阿重霞は誰に言うともなく呟いた。

　雨に打たれた南の植物や木々からは濃密な緑の匂いが立ちのぼってきて、阿重霞は遠い樹じゆ雷らいの空気を思い出した。

　ああ、この空気に身を浸ひたしていればわたくしの病気は治るかもしれない。

　わたくしの命の半分は皇おう家けの樹きから授さずかったものですもの、船ふな穂ほの樹を受け入れたこの星の土も、その土の上で生きる植物たちもきっと、わたくしを受け入れてくれるわ……。

「阿重霞さん？」

　天地は阿重霞の虚うつろな顔を見て、はっきりと異変を感じた。

　これはいつもの阿重霞ではない。

　芽め吹ぶき始めた若わか木ぎのようにしなやかで、たおやかでいながら内に自然の気のような強い生命力が脈々と波打っている、阿重霞はそんな女性だったはずだ。

「どうしたんです、阿重霞さん？」

　今の阿重霞は枯かれかかった苗なえ木ぎのように弱々しかった。

「え？」

　阿重霞は半なかば夢見るような顔で振り向いた。

「休んだ方がいいですよ。俺、アラモアナで会った時からずっと気になってたんですけど」

「そう……そうですわね。天地様、申し訳ありませんが手を貸して下さいます？」

　普ふ段だんなら恥はじらって頰ほおを染そめるところだ。

　いや、椅子から立ち上がるのに手を貸して下さいとは言わないだろう。

「阿重霞さん……」

　阿重霞は天地の手を借りてようよう立ち上がった。

「庭に出たいわ。連れてって下さいな」

「いいんですか？　もしなんだったら病院……」

「連れてってやりなさい」

　今まで黙だまって見ていた勝かつ仁ひとが口を開いた。

「わしらも後から行くから」

「……うん」

「私も行くわ。じゃ、お先に」

　鷲羽わしゆうが加わったので天地は何となくホッとして阿重霞に腕を貸し、店を出た。

　閑かん散さんとしたロビーを通り、短い階段を降おりると小さな池があり、水鳥が羽を休めていた。

「外に出ると濡ぬれちゃいますよ」

「ええ……」

　阿重霞は天地の手を離すと、ふらふらと池の側そばに近づいた。

　植え込みの中で雨を避さけていたフラミンゴたちが目を覚さまし、首を上げる。

　阿重霞は雨に濡れた葉に触さわり、いとおしむように花を撫なで、木の幹みきに頰を寄せた。

　降りしきる雨と葉にたまった水すい滴てきが阿重霞を濡ぬらし、阿重霞の目が熱を帯おびたように潤うるむ。

　いつもは夜遅くまで人の行き交かうこのあたりも雨のせいで人影はなかった。

「暖かい……樹雷の離宮に降る雨のよう……」

　阿重霞は喉のどを仰あお向むけて目を閉じた。

　たちまち大粒の雨が阿重霞の髪を濡らし、ワンピースを濡らした。

　濡れた髪の重さでピンが外れ、二本の尻しつ尾ぽがその背を滑り落ちる。

「阿重霞さん、もう入らなきゃ……鷲羽さん、ほっといていいんですか？」

「待って！　様子が見たいの。奴やつが来るかもしれないわ」

「奴って？」

　鷲羽は霊波探知機を天地に差し出した。

「これよ、これ。私もだてに霊波探知機作ったわけじゃないのよ。阿重霞殿はこれで三度、幽霊に会ってるわ。だけど私たちは誰も見てない。知りたいのよ。どんな姿でどんな声なのか。阿重霞殿を守るにはまず敵を知らなきゃ」

「お姉様ぁー！」

「阿重霞はどうした？」

　勝仁と砂沙美が気き遣づかわしげに近づいてきた。

「どうしたの、雨の中で何やってるの？」

　天地と鷲羽は顔を見合わせた。

「気持ちいいの」

　阿重霞が振ふり向いた。

「しばらくここにいさせて」

「お姉様、びしょ濡れだよ。風か邪ぜひくよ」

「大丈夫よ」

　阿重霞は心配そうな顔の砂沙美を置いてプールの方に歩きだした。

　プールサイドまで来ると不ふ意いに膝ひざをつき、水面に乗り出すように中を覗のぞき込む。

「見て、砂沙美。おばあさまのいらした離宮が見えるわ。懐なつかしいわねえ……おばあさまが手を振っていらっしゃる……」

「いかん！」

　勝仁が天地の横を風のように擦すり抜けたのと、鷲羽が大声を上げたのはほとんど同時だった。

「天地殿、阿重霞殿を捕つかまえて！」

「阿重霞、おまえは幻まぼろしを見とるんじゃ！　プールから離れろ！」

「阿重霞さん!!」

　その時だった。

　プールの中から男の腕が突き出され、阿重霞の腕をつかんだ。

「きゃああっ」

　階段を駆かけ降おりようとしていた砂沙美が凍こおりつく。

「おばあさま……？」

　阿重霞は虚うつろな目を上げた。

　水面にゆっくりと男の姿が浮かび上がった。

　水銀灯に男の着ているアロハシャツだけがくっきりと浮いて見える。

　後は影かげとしか見えなかった。

　男の体は影でできていた。

　阿重霞の腕をつかんでいる腕も、水面すれすれに浮いている足も、何の抵抗もなく雨粒が通り過ぎていく。

　ただ目の部分だけがぎらぎらとボルケーノの炎のように輝いているのだった。

「バトゥ……」

　阿重霞の目に理性が戻った。

「イヤっ！　離して！」

「物ものの怪けがっ」

　勝仁はすらりと光こう鷹おう剣けんを抜き、影の腕に切りつけた。

　何の手ごたえもなく、光の剣は男の腕を擦すり抜けた。

「阿重霞さん、しっかり！」

　天地は阿重霞の濡れて冷たくなった体を抱だき締しめた。

「おまえは誰だ!?　阿重霞さんに触るな！」

「くそったれが。ガキは引っ込んでろ」

　低い、耳みみ障ざわりな声が軽けい蔑べつするように耳を打った。

「この女は俺おれのものだ。二日かかってくどき落としたんだ。邪魔すると殺すぞ」

「手を離せ！」

　勝仁の光鷹剣が男の首を狙ねらって一いつ閃せんした。

「おめェはショウグンか？　カミカゼ、ハラキリ、フジヤマ、ニッポン！」

　男の開いた口からくっくっと嘲あざけり笑いが漏もれた。

「ゲイシャをもらうぜ。釣つりはとっときな！」

　男の目がぎらついた、と思った時には天地の体は弾はじき飛ばされていた。

「天地様、助け……」

　言い終わらないうちに阿重霞の体からがくりと力が抜けた。

「阿重霞！」

　勝仁が咄とつ嗟さに抱きとめなかったら、阿重霞の体はそのままプールに転落していただろう。

「あばよ、坊や」

　男の影が不意に跳はね上がるように水面高く浮き上がった。

　男の腕には海ホタルのように淡い光を放つ阿重霞の姿があった。

　手も顔も透き通り、今にもはかなく消えてしまいそうだ。




　あれは、魂……!?




　天地の手が無意識に光鷹真剣の構えを取った。

　光が集まり、剣の形を作る。

「待て、化け物め！」

　男の顔の口があざ笑うように開き、赤い光が漏れた。

　仮面のように残酷な笑顔。

　その刹せつ那な、何もかも一いつ切さいが消えてしまった。

　天地は空っぽの手を差し出したまま、呆ぼう然ぜんと宙を見つめた。

　暗い空から間かん断だんなく雨が降ふり注ぎ、天地の顔を濡らした。

「お姉様……？」

　勝仁は無言で阿重霞の体を抱き上げた。

「お姉様、どうしたの？　起きて！」

　砂沙美は姉の力無く下がった腕を取り、必死に揺ゆさぶった。

「お姉様……起きてってば！」

　砂沙美の明るい瞳ひとみに涙が盛り上がった。
















　天地はようよう祖父の腕に抱き抱えられた阿重霞に視線を移した。

「まさか……」

「大丈夫じゃ。死んではおらぬ」

「鷲羽ちゃんを怒らせたわね……！」

　鷲羽は拳こぶしを握にぎり締しめ、唇を嚙かんだ。

「遥よう照しよう殿どの、早く部屋へ」

　勝仁は厳しい表情で領うなずき、足早にエレベーターホールに向かった。




　部屋に戻ると、質問責めの嵐が待っていた。

「阿重霞さん!?」

「どうしたんですか？　阿重霞さんに何が……」

「物の怪けに魂を奪われたのじゃ」

　勝仁は意識のない阿重霞をベッドに横たえ、額ひたいに手を当てた。

「クーラーを切って。誰か、タオルを取ってきて！」

　鷲羽は手早く阿重霞の濡れた服を脱がせ、清音の手を借りて着替えさせた。

　濡れた髪を丹たん念ねんに拭ふいていく。

「物の怪？　じゃ、阿重霞さんの言ってたこと、本当だったんですか？　一体どうして……」

　美星は涙ぐんで阿重霞の手をさすった。

「冷たいわ。全然あったまってこない」

「生命活動が最低レベルになってるの。今すぐ死ぬようなことはないけど、長引くと危ないわね」

「死ぬ……!?」

　天地はまだ呆然としたまま、鷲羽たちがかいがいしく阿重霞の世話をしている様子を見つめていた。

　目の前で起こったことが信じられなかった。

「不覚をとった。わしも老いたかな」

　勝仁は心底悔くやしそうな表情で阿重霞のそばに跪ひざまずいていたが、ふいに立ち上がり、闇やみを突き通すような目で窓の外を覗のぞいた。

「じっちゃん……阿重霞さんはどうなっちゃったんだ？　ここにいるのは阿重霞さんじゃないのか？　ただ気を失っているだけじゃないのか？」

　思わず口く調ちようが激しくなる。

「天地、おまえも見ただろう。奴やつは阿重霞をつれ去った。魂と呼んでいかんと言うのならこの子を形作っている意識そのものを持ち去ったのだ。ここにあるのは抜ぬけ殻がらじゃ」

「そんな……」

　天地はよろめいた。

「そんなことってあるのか？　俺の意識は俺の頭の中にあるんじゃないのか？　ここに体があるのに意識だけ離れて迷い出すなんて……」

「ハードウェアはここにある。ソフトウェアを盗まれたってことさ。おい、美星。ちょっとそこどきな」

　今まで黙って様子を見ていた魎りよう呼こが口を開いた。

「魎呼お姉ちゃん、お姉様のこと、分かるの？」

　魎呼は砂沙美の手をあやすように軽くたたくと、阿重霞のそばに近づき、自分の額ひたいを阿重霞の額につけた。

「遠い……けどまだつながってる。ヤツの目的が何なのか分からねェが大丈夫、まだ間に合うぜ」

「どこにいるの？」

　砂沙美が飛び上がった。

「砂沙美、探しに行くよ！　お姉様を取り戻すの！」

「魎呼、分かるのか？　教えてくれ！」

　天地は今にも部屋を飛び出して行きそうな顔で叫んだ。

「待て。場所がはっきりしねェんだ」

　魎呼は眉を寄よせた。

「向こうの阿重霞はそのうち意識を取り戻す。それからでも遅くないぜ。しょうがねェけどこっちの阿重霞は当分おねんねだな」

　魎呼は額を離し、意識のない阿重霞の頰ほおを軽くつついた。

「ったく、だから言っただろ？　トラブルはごめんだって。おめーはどうやら悪い男を引き付けちまうタチなんだな。お姫様ってのは困りモンだぜ」

「どうして……分かるんだ？」

　魎呼の言葉がヤケになりかかっていた天地を救った。

「アストラル・リンクだよ。無方位に検けん索さくすることもできるんだ。地球じゃ全然用がないんで忘れてたぜ」

「まあ、魎呼ったらいい子ちゃんね。私もすっかり忘れてたわ。地球ボケかしら？」

「鷲羽さん！」

　ったくこの二人は……！

　天地は緊張が解とけてがっくりとベッドに座すわり込こんだ。

「あら、天地殿。申し訳なかったわね」

　鷲羽はもう、いつもの天才科学者らしい表情に戻っていた。

「心臓が止まるかと思いましたよ」

「こんなのでいちいち心臓止まってたらいくつあっても足りないわよ」

　軽い口く調ちようとは逆に鋭い目で阿重霞の様子を確認する。

「さあ、みんなここに集まっててもしょうがないから寝る人は寝て、起きてる人は交替で張り番しましょ。天地殿、目の下に隈くまができてるわよ」

「俺、起きてます」

　天地はムキになって言い張った。

「俺がもうちょっと気をつけてたらあんなことには……」

「なってたわよ。さらう機会をずっと狙ねらってたんだもの」

　鷲羽は眉をしかめた。

「ああもう、悔くやしいったらありゃしない。幽霊にコケにされたわ！」

「あのー……阿重霞さんは大丈夫なのかね？」

　信のぶ幸ゆきが心配そうに口を挟はさんだ。

「俺にできることなら何でも言って下さい。取り敢あえずコーヒーでも入れようか」

「お願いするわ。信幸殿、あなたってホント、いい人ね」

「何にもできないですから」

　信幸はぐったりした阿重霞を見、悲しくなると同時に腹立たしく思った。

　この際幽霊でも、物の怪でもどうでも良かった。

　娘をさらわれた親おや父じの望みはたったひとつ、悪い男をつかまえて殴なぐり飛ばすことなのだ。

　少なくとも、ここ地球上では阿重霞さんも砂沙美ちゃんも魎呼も大事な娘だ。

「俺にもっと力があればなあ……」

　と、信幸は見えない敵を殴り飛ばすかわりにもうちょっと役に立ちそうなことを思いついた。

「鷲羽さん、俺、心霊研究家一人知ってますよ。引っ越してなければきっとハワイ大学の近くのハウスにいるはずです」

「ナイス・フォローだわ！」

　鷲羽は手を打ってにっこりした。

「明日連絡取ってくれる？　鷲羽ちゃんは取り敢えず、バトゥの名前でホノルル警察のデータベースにアクセスしてみるから」

「アタシも手伝うわ」

　清音が助力を申し出た。

「美星、アンタは砂沙美ちゃんと一緒に寝てあげて」

「オッケー、キヨちゃん」

「じゃ、あたしは天地と一緒に……」

「魎呼!!」

　天地の声にその場にいた全員が条件反射のごとく魎呼を睨にらみつけた。

「……張り番してどこが悪いんだよ!?」

　魎呼はむくれて姿を消してしまった。

「ごめん、魎呼。俺が悪かった」

　応こたえは返ってこなかったが、魎呼の気け配はいはまだ部屋の中に残っていた。

　天地はホッとして微ほほ笑えんだ。

　事態は動き出した。

　きっと何もかもうまくいくに決まってる。

「阿重霞さん、必ず助けに行くよ」

　天地は阿重霞の白い顔に向かって囁ささやいた。

　もちろん応えは返ってこなかったが、一瞬阿重霞の表情が安らいだように見えた。








第十一章　その夜から明け方にかけて……









　その夜から明け方にかけて、何の収しゆう穫かくもなく時が過ぎていった。

　鷲羽わしゆうは清きよ音ねと一いつ緒しよにバトゥの名でホノルル警察のデータベースにアクセスし、死亡者リストにもあたってみたが、ヒットは一件もなかった。

　膨ぼう大だいな犯罪者ファイルから通称バトゥだけで人物を特定するのは不可能に近い。

　それも、死者となっていれば、なおさらである。

　もちろん……鷲羽は思った……犯罪者である、否いなあったとは限らない。

　だが、あの邪じや悪あくな空気は肌はだで感じられるほどだった。

　あれだけの邪悪なオーラを発はつ散さんさせているものがまっとうな死に方をしたとは思えない。

　多分、生きている時も何かまっとうでないことをやっていたクチだろう。

　阿あ重え霞かを付つけ狙ねらっていた手口から考えると当たらずとも遠からずではないか。

　鷲羽と清音はそんなことを話しながら角度を変え、切り口を変えながら検けん索さくを続けていたのである。

「やれやれ、不調だわ」

　鷲羽は首をコキコキ鳴らし、伸のびをした。

「天てん地ち殿どの、よく起きてるわね」

「ええ」

　天地は機械的に応こたえを返した。

　自分でも目を覚さましていられるのが不ふ思し議ぎである。

「でも魎りよう呼こはどっかいっちゃったし、じっちゃんも父さんも寝ちゃったし、清音さんだってちょっと寝かしてあげないと可か哀わい想そうですよ。それに俺……阿重霞さんを守れなかったから」

「そんなに自分を責めなくてもいいのに」

「いいんです」

　天地は目め頭がしらを押さえた。

　眠るとおかしな夢見るし……心の中で付け加える。

　だけどもうそろそろそれも限界だ。

　一時間でもいい、横になりたい。

　天地はそろそろと阿重霞のベッドの横に戻った。

　鷲羽と一緒にずっとモニター画面を見ていたせいで頭痛がする。

「大体顔が分からないっていうのが困るわね。ヤツの顔知ってるのは阿重霞殿だけだし、ちょっと起こして聞くっていうわけにもいかないし」

「ええ」

「阿重霞殿から聞いた話だけじゃ何系なのかも分からないわ。このハワイもアメリカと同じく人種のるつぼなんだもの、浅黒い肌って言っても、ここにしばらく住んでればみんなそうなるでしょうしね。スペイン語の通称を使ってるからといってスペイン系とは限らないだろうし。たまにらしいのが見つかったと思えばまだ生きてたりしてやんなっちゃう」

「ええ」

　大量のコーヒーと鷲羽のおしゃべりのお陰かげで起きていられたが、もう相あい槌づちを打つぐらいしかエネルギーが残っていなかった。

「在住者とも限らないわ。旅行者かも知れないし、長期滞在者かも知れない。年齢も不明だし、国籍も不明。分かってるのは性別と肌の色と通称だけ。あ、もう死んでるっていうのも分かってるわね」

「ええ」

「これじゃプロファイリングもできないって清音殿がぶつぶつ言ってたわ。何しろ相手は幽霊なんだもの。ラテンアメリカ系、小柄で年齢は少なくとも三十五歳以下、麻薬取引か売春か、とにかくダーティな商売に拘かかわっていた。住まいはホノルル近辺のあまり高級でないところ……コンドミニアムかタウンハウスか。死因は取引のトラブルか女おんな絡がらみのいざこざか。だけどこの十年ぐらいで条件に当てはまるヤツは山のようにいる上に、これはありそうな一例に過ぎないって言うのよ。リゾートとは言えさすがアメリカだわ」

　相槌は返ってこなかった。

　鷲羽が目をやると、天地は阿重霞のベッドに突つっ伏ぷしたまま眠りこけていた。

「……意地っ張りなんだから」

　鷲羽は微ほほ笑えみ、夜明け前の海を眺ながめた。

　雨は上がり、水平線と空の境さかい目めはうっすらと白み始めていた。

　もう少しすると素す晴ばらしいサンライズと共に晴れやかな朝が訪れるだろう。

　こんな事件があってもなお、ハワイは素晴らしいところに違いなかった。

　鷲羽は亜空間通路をもうちょっと無ぶ難なんな場所に移し、この楽園に研究所分室を作ることを考えた。

　そうすればいつでもここに来れるしね。

　わざわざ飛行機に乗って、高い金と時間を使わなくてもほんの一歩。

　だけどここにいると、あくせく勉強しようとかせっせと研究しようなんて気にならないのが唯ゆい一いつの欠点だわ。

　まあ、それもいいのかも知れない。

　木こ陰かげでコナ・コーヒーを飲みながら読書するだけでも分室を作る意義は十分あるもの。

「餅もちは餅屋。幽霊は霊能者に任せた方がいいかしらね」

　鷲羽は珍しくため息をついた。

　心霊関係は苦手なのだ。

　どうせなら拝おがみ屋やの類たぐいに頼たよらずに解決したかったのに。

　大だい体たいやり方がセコいわよ。こそこそして……鷲羽は呟つぶやいた。

　バトゥって男はきっと、生きてる時は大したヤツじゃなかったんだわ。

　大物ならば何らかの形で記録に残っているだろうし、いいことだろうが悪いことだろうが人生やりたいことやって死んだんならそれはそれで充実してたわけだしね。

　スッキリ死ねば幽霊にはならない。

　だからやっぱり、よほどこの世に思いを残しているということになる。

　女？　金？　それとも人生？

「女だわ」

　鷲羽は呟いた。

　確信はなかったが、金だけなら死んでも死にきれないほどの執しゆう着ちやくを抱くことはないだろう。あの世に金は持っていけないのだから。

「幽霊になるにはちゃんと理由があるのさ。床下に埋うめた金貨が気き掛がかりで……なんていうのは御お伽とぎ噺ばなし。水洗トイレの貯ちよ水すい槽そうにほうり込こんだビニールパック入りのコカインが気になって気になってっていうのがまあ、ご時じ勢せいだな」

　不意に声が聞こえたと思うと、魎りよう呼こが姿を現した。

「あら、魎呼ちゃん。朝帰りなんかして不良ねえ」

「ちょっとな、夜風に吹ふかれに。で、なんか分かったのか？」

「ヒットなし」

　鷲羽はアメリカ式に両手を広げ、肩をすくめた。

「幽霊人名録でもあればいいんだけど」

「なんだ、情けねェな。あたしが取っておきの情報、教えてやろうか」

　魎呼はしてやったりという顔で鷲羽を見下ろした。

「バトゥには女がいる。金髪の女ですっげえ美人らしいぜ」

　気の無なさそうな顔で聞いていた鷲羽が鋭い視線を向けた。

「魎呼、どこでそれを？」

「素直にあたしに聞きゃあいいのによ」

　魎呼はにやにやした。

「ちょっとその辺漂ただよってる奴やつを締しめ上げてな。けっこう苦労したぜ。大体幽霊なんてのは自分のことで精せい一いつ杯ぱいで人のことなんか全然関心ねェんだから」

　そりゃ生きてても同じでしょ、と突っ込みたくなるのを押さえて鷲羽は聞き返した。

「バトゥって一体何者なの？」

「知らねェな。他の自じ縛ばく霊れいどもと違って、金髪女の幽霊連れてあちこちうろついてるらしいぜ。すげえ陰いん険けんなヤローでさ、色目どころかちらっと女に目をやっただけでも絞しめ殺されそうな目付きで睨にらみ返すんだとよ」

「本名は？　死因は？」

「誰も知らねェんだこれが。そんなこといちいち聞く奴はいねえって言われたぜ。まあ確かにな、全身ハチの巣みてェに穴だらけになってる奴捕つかまえてどうして死んだんだはねェよな。幽霊ってのは基本的に死んだ時の姿で現れるのが相場だし、骨がぐしゃぐしゃで内臓が飛び出したのが四つ角に立ってりゃ事故ったって一ひと目めで分かるしな」

「誰もそこまで聞いてないって」

　鷲羽は眉まゆを寄よせた。

「な～んだ、問題は全然解決してないじゃない。せめてその金髪女の名前ぐらい分かればねえ」

　鷲羽はぱちんと手を打ってキーボードを亜空間にほうり込んだ。

「私があんたを連れて聞き込みに回った方が早そうだわ。朝ごはん食べたら活動開始しましょ。それまで休きゆう憩けい」

　語尾は大あくびに変わった。

「何だよ、一言ぐらいほめてくれたっていいじゃんか」

　魎呼はぶつくさ言いながらソファに寝そべった。

「何だ、天地の奴やつ結局寝ちまったのか」

「ずっと起きてたのよ」

　鷲羽は天地の寝顔を見、微ほほ笑えんだ。

　眠ってしまうと顔立ちが丸いせいか、ずいぶん幼く感じられる。

「阿重霞殿はどう？　まだダメそう？」

　魎呼は起き上がり、阿重霞の額ひたいにそっと自分の額をつけた。

「ダメだな。まだ向こうの意識がない」

　鷲羽はため息をついた。

「なかなかうまく行かないもんね。でも明けない夜はない。ほら……」

　鷲羽は窓の外に目をやった。

　水平線に、素晴らしい一日の始まりがオレンジ色の炎とともに訪れようとしている。

　今日は昨日と打って変わって暑い一日になりそうだった。




　それから一時間後。

「うわあああっ」

　凄すさまじい叫び声に魎呼が、そして鷲羽が飛び起きた。

「どうした、天地!?」

「どうしたの？」

「あれ、魎呼……」

　天地はきょとんとして部屋を見回した。

「夢か……」

　天地は呆ぼう然ぜんとしたまま阿重霞のベッドに頰をつけた。

　鷲羽と魎呼が顔を見合わせる。

「お化けの夢でも見たのかよ」

　と、天地がはっと飛び起きた。

「俺、眠ってたのか？　ここにいたよな？」

　今度は鷲羽がびっくりした。

「どういうこと？　何を見たの？」

「バトゥだ。間違いない」

　天地は思わず鷲羽の手をつかんだ。

「鷲羽さん、俺、見たんです。別荘みたいな家に金髪の女がいて、浅黒い顔の男が入ってきたのを」

「金髪女？」

　魎呼が詰め寄る。

「待って。確かにバトゥだって言ったのね？　阿重霞さんは？」

「……見ませんでした。いや、待ってください」

　天地は薄うすれ行く記き憶おくを引き留とめるかのように眉を寄せた。

「やっぱり見てません。でもバトゥが……俺おれ、何度も同じ夢見てるんです。金髪の女がホームバーにいて、俺がソファに座ってカクテル飲んでて、開いた窓には白いレースのカーテンが揺れてて、ヤシの木の向こうには海……」

「どうしてもっと早く言わなかったの？」

　天地は鷲羽の顔を見、目をしばたたいた。

「記憶が定さだかじゃなかったんです。それに俺、ほとんど寝てないし……怖くて」

　ふいに天地の顔から血の気が引いた。

「あの家で恐ろしいことが起こるんだ……みんな死ぬ……レースのカーテンに血が飛び散って……」

「天地！　おい、しっかりしろ！」

　天地ははっと我に返った。

「魎呼、探すんだ。あの家に行けば全てが分かる。家の中の様子ならはっきり覚えてる。女の名はパメラだ。あの別荘はパメラのものだった。俺は多分……誰だれかの身み代がわりとして呼ばれたんだ」

「身代わり？」

　魎呼が首を傾かしげた。

「分からない。パメラにはきっと若い恋人がいたんだろう。俺のことを坊や……って」

「パメラ、バトゥ、そして若いツバメ。それがホントならだいぶ見えてきたわね」

　鷲羽は再びキーボードを取り出し、操作し始めた。

「死亡者リストには出てないわ。パメラって本名？」

「分かりません」

　天地は正直に答えた。

「ずいぶんあっけなく行き詰まっちゃったわね」

　鷲羽が呟く。

「手て掛がかりはその別荘だけか。ま、それが分かっただけでもラッキーだわ。ところで天地殿、もう一回寝直す気はない？」

「え？」

「そこまで見たなら今度は後編を見てほしいのよ」

　天地は頭を振ふった。

「今はダメです。とても眠れる気分じゃありません」

「無理もないか」

　鷲羽はちらりと時計を見た。

「七時過ぎてるわ。みんな起こして朝ごはん食べに行きましょ。今日は忙いそがしいわよ」

「よっしゃ、分かった！」

　魎呼は壁を抜けて両隣のメンバーをたたき起こしに行き、二十分後、阿重霞のそばについている勝かつ仁ひとを除いて全員が昨日きのうと同じ店で朝ごはんをかっ込んでいた。








第十二章　「ねえ清きよ音ね。……









「ねえ清音。パメラっていう人、生きてると思う？」

「さあねえ……魎りよう呼こさんの話じゃ、幽ゆう霊れいと一いつ緒しよに歩いてたんでしょ？　死んでるんじゃない？」

「うん……そうよね」

　清音と美み星ほしはカラカウア通りの不動産屋に向かって歩いていた。

　バッグの中には一枚の家の見取り図が入れてある。

　天地の話を元に鷲羽が図面を起こした別荘の見取り図である。

「こんなので本当に分かるのかしら？」

「運が良ければ」

　清音は立ち並ぶショップを恨うらめしげに眺めた。

　カラカウア通りはホノルルのメイン・ストリートである。

　ハワイでも指折りのホテルやショッピングセンターが林りん立りつし、こんな理由で歩いているのでなければどんなに楽しいか、と思わせる賑にぎやかさである。

「一軒目で見つかるといいわね」

　二人はビーチコマー・リアルティなる不動産屋に入って行った。

「これはビーチハウスみたいだな」

　見取り図を見ながら営業の男が呟つぶやいた。

「で、なければアイランドハウス。海のそばで一戸建てで平屋ならそのどっちかだよ。ウチの物件じゃないから分からないけど、ビーチハウスならノース・ショアに行って直接見た方が早いんじゃないかな。それにアイランドハウスっていうのは古い建物が多いんだ。新しい物件でいいのがあるけど、どうかね？」

「い、いえ、結けつ構こうです。ご親切にありがとうございました」

　ミホキヨは早々に退たい散さんした。

「ワイキキ・ビーチに落としたコンタクトレンズを探すような話だわ」

「私、割わりと簡単に見つかるんじゃないかと思ってたんだけど……」

　いつ何なん時どきでも希望を失わない美星は次の不動産屋の位置をマップで確認している。

「砂さ漠ばくの中の針一本」

　清音はため息をついた。

「違うわ、夜空にきらめく南十字星よ」

　美星は拳こぶしを振ふり上げて真っ昼間の空を見上げた。

「ちょっと、どういう意味？」

　清音が吹き出した。

「きっと家が私たちを導いてくれるっていう意味」

　美星はにっこり笑った。

「あと２、３軒回ったらお昼にしない？　ほら、鷲羽わしゆうさんが携けい帯たい持たせてくれたでしょ、ハワイ大学の方に回った天地さんたちから連絡が入るかも知れないし」

「それとお昼とどういう関係があるのよ？」

　清音は言い返したが、心の中でお昼はバニヤン・ベランダ、という希望がきらめいた。

「あっ違った、ハイ・ティーは午後からだったわ」

「なあに？」

　美星が振ふり向むく。

「午後のお茶の話。お昼はまあ、何でもいいわ」

「キヨちゃん、ちゃんと仕事してる？」

　美星はうっとりとブランドショップのウィンドウに目を向けた。

「アンタは？」

　美星の手から落ちそうになっているマップを引ったくる。

　ポリスアカデミーの頃からずっとこんな調子なのでお互い呼吸は知り尽つくしているのだ。

　二人は結局四軒の不動産屋を回ったが、ヒットは一軒もなかった。

　死にそうにおなかを空かせてインターナショナル・フードコートに飛び込んだ時である。

「清音さん？　そっちはどうですか？」

　天地から携帯電話がかかってきた。

「はぁい、美星で～す。今サイミンっていうハワイのラーメン食べてるの。スープが絶品！　すごいおいしいわよ！」

「じゃなくって！」

　天地は笑い出した。

「それがねえ……」

　美星が携けい帯たいを片手に麵めんをすすり出したのを見て、清音が慌あわてて引ったくった。

「ごめんなさい。天地さん？　全然収しゆう穫かくなしなの。パメラって名前も出してみたんだけど、雲をつかむような話なんだもの」

「そうですか……。俺も無理かなとは思ってたんですけどね。こっちも全然ダメでした。

　霊れい能のう者しやっていうんじゃなくて、研究家なんですよ。携帯じゃなんだから、後でお茶でもします？」

「もちろんオッケーよ！」

　清音は思わず箸はしを置いて美星の肩をつついた。

「シェラトン・モアナ・サーフライダーのバニヤン・ベランダに三時。大丈夫？」

「いいですよ。俺たちもこれからお昼なんです」

　じゃ、後で……という約束を交かわして電話が切れた。

「やった！」

　清音は目を丸くしている美星の手を取ると、ギャラクシーポリス式にパチンと打ち合わせた。

「ホノルルで一番優ゆう雅がなお茶ができるわよ！　喜びなさいよ！」

「バニヤン・ベランダって？」

　美星が最後の麵をすすり込む。

「ガイドブック見なかったの？　イギリス式のおいしいお茶とお菓子が食べられるのよ。サンドイッチでしょ、スコーンでしょ、タルトでしょ……」

「やったぁ！」

　ようやく意味の通じた美星が遅おくればせながらガッツポーズした。

「清音ったら物知りね」

「歩くガイドブックと呼んでちょうだい！」

　清音は凄すごい勢いで麵をすすり込むと、ハンカチを出しておしとやかに口元を拭ふいた。

「阿重霞さんも連れてきてあげたかったわね。そういうの、きっと好きだと思うわ」

　美星はテーブルにこぼれたサイミンのスープで絵を書き出した。

「うん……あと二日しかないんだものね」

　清音はハッとした。

　帰国まであと二日しかないのだ。

　それまでに阿重霞さんが元に戻もどらなかったらアタシたち一体……!?

「ホテルに帰ったらもう一回データベースにアクセスするわ。ここ十年ぐらいの間に起こった殺人事件を洗い直すの。その方が早いような気がするわ」

「私ね、こう思うのよ」

　美星は汚れた指を清音のハンカチで拭くとのんびりした口調で話し出した。

「パメラさんはずっとあの家のこと思ってるの。そこに帰りたいのよ。だから天地さんの前に現れたんだわ。私を探して、家に帰してってね」

「どうして……？　幽霊ならどこでも好きなところに行けるんじゃないの？」

「できないのよ。縛しばり付けられてるの。どこにも行けないんだわ」

「地じ縛ばく霊れい？」

「分からない」

　美星は目が覚めたように店内を見回した。

「ねえ、アイスクリーム食べない？」

「美星ったら！」

　清音は笑い出した。

「我が慢まんしなさい。あともうちょっと経たったらもっとおいしいもの食べられるんだから」

「はあい」

　美星は素直に頷うなずき、店を出た。

　勘かん定じようはもちろん清音が払った。




　バニヤン・ベランダで合流した二つのグループはひとしきり今日の報告をしたあと、しんとして味わい深い紅茶を飲んでいた。

　天地の方は信のぶ幸ゆき、鷲羽、砂さ沙さ美みが一いつ緒しよである。

　ホテルに残っているのは魎りよう呼こと勝かつ仁ひとだが、阿あ重え霞かの様よう子すは魎呼が見ることになっていた。何らかの変化があった時はすぐに鷲羽の携帯に連絡する。

　そう取り決めたのだ。

「お姉様大丈夫かなあ」

　砂沙美はタルトをつつきながら沈しずんだ声で呟つぶやいた。

「砂沙美ちゃん、あんまり食べないのね」

「だってお姉様がいないと……」

　砂沙美の手もとにポツリと涙が落ちた。

「ここ、樹じゆ雷らいのお庭みたいなんだもん。樹雷にいる時は、よくこうやってお庭でお茶してたんだよ。お姉様、どうなっちゃったのかなあ」

　砂沙美はワンピースの袖そでで涙を拭ふき、美星の手を握にぎった。

「美星お姉ちゃんたち、おうち見つからなかったの？　この島じゃないのかなあ？」

「考えられなくはないわね」

　鷲羽もさすがにげっそりした顔をしている。

「でもお願い、明日もう一度だけ行ってみてくれる？　ノース・ショアに五軒、不動産屋があるの。それがダメなら非常手段を使うわ」

「非常手段!?」

　天地が驚いて顔を上げた。

「そう」

　鷲羽の表情がきりりと引き締しまる。

「魎呼の体と心をばらして天地殿に同調させるわ。天地殿に眠ってもらって夢の家が現れたら、魎呼の精神体を転移させるの」

「それって……」

「戻れなくなる可能性があるわ。もし罠わなならばね……阿重霞殿のように」

　鷲羽は誰の顔も見ずにまっすぐ前を見つめていた。

「だけどそうでもしなければ夢の中には入れない、でしょ？　問題は阿重霞殿がどこに隠かくされているかだわ。もう丸一日経たとうとしてるのに向こうの阿重霞殿が目覚めないということは、何かに閉とじ込められている可能性が強いわ。このまま進展がなければ、それを見つけだすのは魎呼の仕事になるわけ」

「俺が行きます！」

　天地は思わず立ち上がり、周囲の目に気づいて腰を下ろした。

「すみません。俺……なんにもできなくって」

「何にもできないのは俺の方さ」

　信幸は肩を落とした。

「すまんな、鷲羽さん。無む駄だ足あしになっちまって」

「あら、心霊研究の話自体は面白かったわよ」

　鷲羽は表情を和やわらげた。

「信幸殿のお友達はアメリカ人らしく合理的精神の持ち主だわ。オカルトに走らないところが気が合いそう。こっちに研究所分室を作ったら是ぜ非ひまたお目にかかりたいわ」

「ええ～～～!?」

　驚きの五ご重じゆう唱しように回りじゅうの客が何事かと振り向いた。

「ハワイの幽霊は古い日本文化との融ゆう合ごうによって作られたっていうあの説、そそるわね。ムジナや狐きつね憑つきや火か車しやが移民とともに輸入されたっていうの、面白かったわ。ああいう話なら鷲羽ちゃんもオッケー。実を言うと拝おがみ屋さんとかは苦手なのよ」

「じゃなくって！」

　天地はやっと言葉を挟はさむ機会を捕らえた。

「こっちに研究所を作るつもりなんですか？」

「いけない？　だっていいところなんだもの。完成した暁あかつきには誰でも、いつでも自由に来

　れるようになるわよ」

「い、いや、いいんですけどね……いっつも突然だなあ」

「その計画、乗った！」

　信幸が身を乗り出した。

「俺もね、ここは思い出の土地なんですよ。何しろ学生時代はよく遊んだからなあ……勉強はきつかったけど」

「ええ～～～!?」

　二度目の五重唱に回りじゅうの客が眉まゆをひそめた。

「父さん、学生時代って……」

「言わなかったか？　俺、ハワイ大学に留学してたんだ」

「ひえぇ～……」

「人は見かけによらないって、ホントね」

　美星が感心したように呟つぶやいた。

「そんなことがあったんなら、もっと早く言えばいいのに」

「俺、意外と奥ゆかしい性格なんだ」

　信幸は息子に片目を瞑つむってみせた。

「留学してたのに英語はこの程てい度どかって言われるのが怖こわくてな。ホントは途中で帰国しちゃったもんだから、学位は取れなかったんだ」

「色々あるんだな……」

　天地は感かん嘆たんした。

「俺なんか買い物ひとつするのにも冷や汗かくってのに」

「長なが居いしちゃったわ。ホテルに戻りましょ」

　鷲羽がレシートをつかんで立ち上がった。

「日本人の集団はどうしてみんな傍ぼう若じやく無ぶ人じんなのかって思ってるわよ、回りの客が」

　鷲羽は天地に囁ささやきかけた。

「ホントは天才科学者と一級刑事と樹じゆ雷らい皇おう家けの関係者なのにね。ま、真実ってこんなもんよ。幽霊なんて一皮むけば元人間に過ぎないわ。あんまり悩まないでね。天地殿だってもっと大変な場面をいくつもくぐり抜けてきたじゃないの。阿重霞殿も同じ。見た目ほど弱くないわよ」

「ありがとう、鷲羽さん」

　天地はほっとして笑顔を返した。

「ですよね。阿重霞さんがこのまま目め覚ざめないなんてこと、ないですよね」

「このまま死んだりすればそれこそ、化けて出るわ」

　鷲羽は阿重霞の、買ったまま一度も袖そでを通していないドレスのことを思い出し、密ひそかに笑った。








第十三章　阿あ重え霞かは無限の闇やみから……









　阿重霞は無限の闇から目を覚ました。

　バトゥの冷たい手につかまれてから永遠に続くかと思った闇だった。

　凍こおりつくような腕に抱だかれた夢のない眠り。

　これが死？　死……ぬ……ってこと……？

　ならば死なんて全然怖くない。

　何も感じないんですもの。

　何もないんですもの。

　何も……。

　ただ血のように赤い闇が永遠に続くだけ。




　阿重霞は無限の闇から目を覚ました。

　誰だれもいなかった。

　誰も見えなかった。

　誰も見てくれなかった。

　目の前に赤い闇が広がり、永遠に続いていた。

　阿重霞の意識は闇の中を飛び、飛び続け、再び同じところに戻ってきた。

　始まりと終わりはひとつにつながっていて、どこにも切れ目はなかった。




　阿重霞は無限の闇から目を覚さました。

　目覚める前にも闇が続いていた。

　目覚めた後にも闇が続いていた。

　闇は赤く、昏くらく、どこまで行っても血で満たされていた。

　阿重霞は血の匂いのする闇の中を飛び、体の中まで血に満たされ喉のどから溢あふれ返るほど何度も何度も同じ道を巡めぐった。

　どこにも出口はなかった。

　入り口もなく、光さえ届かなかった。

　誰か、誰か、誰か！

　わたくしを助けて！

　わたくしをこの無限から救い出して！

　わたくしをこの悪夢から……。




　阿重霞は無限の闇から目を覚さました。

　もう飛ぶ力さえ残っていなかった。

　阿重霞は這はい、力つきて止まり、また這い出した。

　目の前に血の色をした闇が続いていた。

　無限の彼方に永遠の始まりがあった。

　阿重霞はもう抗あらがわなかった。

　それでも本能の命ずるまま、阿重霞は進み続けた。

　止まってしまえばそこで終わりなのだ。

　時も、意識も、そこで終わる。

　闇の中で永遠に凍こおりついたまま……。




「天地様────────!!」

　その刹せつ那な、地を切り裂さくような叫び声が闇を貫つらぬいた。




　ダウンタウンの近く、クィーンズ病院の重じゆう症しよう患かん者じや病びよう棟とうの一室で、その叫びを聞いた女がいた。

　女の表情には何の変化もなかったが、一瞬、脳のう波は計けいの針が最大値まで振れた。

　室内には誰もいなかったので異変に気づいた者はなかった。




　天地ははっと顔を上げた。

　言いようのない震えが全身を貫いた。

「鷲羽さん！　阿重霞さんが……」

「聞こえたわ」

　鷲羽は厳しい表情で渋じゆう滞たい中のクヒオ通りを見つめた。

　天地たちはまだ、８番バスでホテルに戻る途と中ちゆうなのである。

「次の停留所で降りるわ。美み星ほし殿と清きよ音ね殿は砂さ沙さ美みちゃんを連れてホテルに帰ってて。信のぶ幸ゆき殿、よろしくお願いね」

「分かった」

　信幸は鷲羽の緊きん迫ぱくした様子に気け圧おされるように頷うなずいた。

　クヒオ通りを抜けてフォート・デ・ラッシー公園に差しかかったところで天地と鷲羽はバスを降りた。

　見回す間もなく、すぐに魎りよう呼こが現れた。

　ホテルの部屋から瞬間移動してきたのである。

「分かったぜ。阿重霞はノース・ショア、ハレイワの外はずれにいる。そこに家があるかどうかまでは分からねェけどな」

「サンキュー、魎呼。一いつ緒しよに行ってくれるわね？」

「あたしが行かないでどうやって行くつもりだよ？」

　魎呼は笑った。

「ノース・ショアは遠い。ホノルルの反対側だ。ヒッチハイクしてたら夜が明けちまうぜ」

「阿重霞さんは大丈夫なのか？」

　天地は気が気じゃなかった。

　さっきの叫び声が耳にこびりついて離れないのである。

「何があったんだ？　俺には分からないんだ。頼む、魎呼。俺を安心させてくれ！」

「阿重霞は無事だ。どっちの阿重霞もな」

　魎呼は宥なだめるように天地の肩を叩たたいた。

「ただ、ちょっとばかり参ってる。まだ罠わなの中に閉じ込められてるんだ。ちょっとヤバいかもな……早く見つけ出してやらねェと精神体の方が先に参っちまうぜ」

「どういうことだ？　罠って？」

「説明は後だ、天地。阿重霞を助けてやりたいだろ？」

「うん……」

　天地は不ふ承しよう不ぶ承しよう頷いた。

「じゃ、行こうか。鷲羽、おめーはどうする？」

「私？　ホテルに戻るわよ。いつ何なん時どき研究所に戻るハメになるか分からないし、寝たきり阿重霞殿の世話も遥よう照しよう殿どのに任まかせっぱなしだしね」

「寝たきり阿重霞！」

　魎呼はケラケラ笑い出した。

「あいつ、聞いたら怒るだろうな。ホント、その通りだもんな、意識がないからいいけどよ」

「魎呼！」

　天地は本気で腹を立てるところだった。

　阿重霞さんが大変だっていうのにどうしてこんなに陽気にしてられるんだろう。

　やっぱり……中身は海かい賊ぞくなのか。

　人の不幸を笑うなんて！

「悪かったな、天地」

　魎呼は笑いを残したまま天地の腕を取った。

「バカだよな、あいつ……せっかくハワイに来たってのに、まだ買い物一回行っただけなんだぜ。クソ真ま面じ目めも程ほど々ほどにしてもうちょっと男の扱あつかい覚おぼえろってんだよ。なあ？」

　魎呼は天地の返事を待たずに瞬間移動した。

　鷲羽の目の前から二人の姿が消える。

「自分のこと棚たなに上げて」

　鷲羽はおかしそうに呟いた。

「私から見ればどっちもどっちだわよ。ねえ、魎呼ちゃん？」

　鷲羽はちょっとの間、二人が消えた後の暗がりを見つめていたが、踵きびすを返すと足早にホテルの方向に向かった。

「やれやれ、また徹てつ夜やだわ。宇宙一の天才科学者だって睡すい眠みんは必要なのよ」

　魎呼が、阿重霞が、そして天地が無事に帰って来るまでは不眠不休の人だわ。

　ここまで退たい屈くつを返へん上じようして働くことになろうとはきっと、バチが当たったに違いない……鷲羽は思った。

　いいわよ、そのうちたっぷりと借りを返してもらうから。

　ハワイの研究所分室で昼寝三ざん昧まい。

　研究中につき無断立ち入り禁止。

　鷲羽の天才的頭脳の中ではもうその先が見えていた。

　無断立ち入り禁止にも関わらず、柾まさ木き家けの住人が入れかわり立ちかわり出入りしている光景が……。

　それは何とも楽しげな光景だった。

　鷲羽は部屋に戻る前に敷地内のＡＢＣストアーに寄り、自分と柾木家の住人どもの為ために山のようなおにぎりとスパムむすびとインスタント・ミソ・スープを買い込んだ。




　ノース・ショアに瞬間移動した魎呼と天地はちょっとの間、様子を伺うかがうように辺あたりを見回していた。

　波の音が大きく響く。

　夜も明るく賑にぎやかなホノルルと比べると暗く寂さびれている感じすらするぐらいだ。

「あった！　やっぱりここだったな」

　魎呼が指さしたのは一軒のビーチハウスだった。

　海に面して建てられた割合大きな平屋だが、明かりはなく、人のいるような気配はない。

　近づいて見ると、遠とお目めで見たより荒あれ果はてていることが分かった。

　ドアは蝶ちよう番つがいが壊こわれて半なかば開いたまま風に揺ゆれており、ペンキは大部分が剝はげ落ちている。

「こんなところに阿重霞さんが？」

　天地は恐る恐る足を踏ふみ入れた。

「明かりがないや」

　仕方なく星明かりを頼たよりにリビングを見渡す。

　間取りもホームバーもラタンのソファも、夢に見たそのままのように見えた。

「ちょっと待ってな」

　魎呼は夜よ目めが利きくらしく、キッチンの引き出しをごそごそ探している。

「ほら。これでちょっと見えるだろ？」

　空あき缶かんに蠟ろう燭そくを立てた魎呼が戻ってきた。

　一気に視界が広がる。

「ここだ！　間違いない！」

　天地は思わず叫んだ。

「俺はこのソファに座ってカクテルを飲んでたんだ。パメラがあそこのホームバーにいて、窓にはレースのカーテンが揺ゆれて……」

　天地は急に言葉を切った。

「阿重霞さんは？　阿重霞さんはどこにいるんだ？」

「こんなことだろうと思ったぜ」

　魎呼が忌いま忌いましげに呟つぶやいた。

「天地。阿重霞の精神体は確かにここにいた。だけどどうやら連れてかれちまったみたいだな……別の時間に」

「別の時間？」

「天地、ここの夢で一番最近見た夢を思い出すんだ。部屋の中はどうだった？　こんなに荒れ果ててたか？」

「いや……」

　今け朝さ見たばっかりだ、天地は思った。

　その時はこんなじゃなかった。

　カーテンだって真っ白で部屋には光が満ちていた。

　人のいなくなった家は一年で荒れ果てるというが、この家は一体何年無人のままだったんだろう？

「魎呼、どうやって昔に行けっていうんだ？」

　天地は吐はき出すように言った。

「俺は生身の人間なんだ。そんなことできるわけないじゃないか！　それに、阿重霞さんの連れていかれた時間はいつ？　何日なんだ？　もし過去に溯さかのぼれたとしてもそれが分からなければどうしようもない！」

「天地、違うんだ。死んだ者の時はその瞬間に止まっている。あたしたちが過去に行くんじゃない、霊が現れた時に過去が再現されるんだ。おめーの見た光こう景けいは多分……」

「分からないよ！」

　天地は顔を背そむけ、少しでも手て掛がかりを探そうと蠟燭を持ったまま部屋の中を見て回った。

　蠟燭の炎の届かない闇やみの中には怨おん念ねんが満ちているようだった。

　この家で何かがあった。

　恐ろしい出来事が……。

　天地はベッドルームに入った。

　夢の中では見られなかった部分だ。

　ベッドルームはリビングよりさらに荒あれ果はてていた。

　誰だれかが部屋の中のものを処しよ分ぶんしようとして途と中ちゆうで逃げ出したような状態だ。

　と、床の上の何かが光を反射した。

　天地は背を屈かがめ、蠟燭を近づけた。

　割れたガラスの破片だ。

　ガラスの下には古いフォトフレームがあった。

　天地は一瞬、恐怖を忘れて退たい色しよくした写真を拾い上げた。

　ビーチハウスを背に、白いタキシードを着たバトゥとウェディングドレス姿のパメラが並んで写っていた。

　晴れ上がった空、強い日差し、そして二人の幸せそうな笑顔。

　天地は写真の裏を返した。

　日付は今から七年前の六月になっており、私たちのハレクラニ、と走り書きされていた。

「魎呼！」

　天地は叫んだ。

　見なければ良かった……この家は彼らの終ついの住すみ処かだったんだ。

　この家で始まり、恐らくはこの家で終わった……俺おれの知らない二人の物語が。

　と、その時だった。

　暗い海を背に血まみれの金髪が浮かび上がった。

　女はゆっくりと顔を上げ、天地を見て微ほほ笑えんだ。

「来てくれたのね、坊や」

　天地は背せ筋すじが凍こおりついたまま動くこともできず、口を開くこともできなかった。

「おまえに来てもらいたかったの。おまえはあたしが可愛がっていた歌い手カンタオールに似た黒い髪かみと黒い瞳ひとみを持っている。あたしの運命を変えてもらいたいの。あたしの呪のろわれた運命を……おまえの中には普通の人間とは違う力が宿やどっている。おまえならきっとできるはず」

「パメラか!?」

　魎呼が叫んだ。

　血まみれの女……パメラの姿が揺ゆらぐように天地に近づいてきた。

「あたしを助けて！　呪われた運命から救い出して！　あたしは運命の輪わの中に捕とらわれているの。どこにも行けない……どこにも帰れない……恐ろしい円環の中に」

　パメラの声に悲痛の色が滲にじんだ。

「君の運命なんか知るもんか！」

　天地は思わず言い返した。

「バトゥはどこだ？　君の夫が阿重霞さんをさらって行ったんだ。一体何の関係がある？　俺たちには何の関係もないじゃないか！」

「そんなことを言っていいの？」

　パメラの表情が一変した。

「あいつは浮気なくせに嫉しつ妬と深い最低の奴よ。アエカっていう子、おまえの恋人なの？　そんなら余よ計けいにあたしの言うこと、聞いた方がいいわ。奴やつのところにおまえを連れて行けるのはあたしだけだもの」

　パメラのアイスブルーの瞳ひとみがすっと細まった。

　冷たい、凍りつくような憎ぞう悪おの表情。

　いつか一瞬だけ、笑顔の内側に覗のぞいたのがこの顔だったことを天地は思い出した。

「どうなの？　バトゥは彼女をめちゃめちゃにしてしまうかもしれないわ。気に入ったものはいつだってめちゃめちゃにしてしまうんだもの。この家や、あたしみたいに」

　パメラは伺うかがうように天地を見下ろした。

「取引しようっていうのか？」

「そうよ、坊や。なかなか頭がいいわね」

　パメラは赤い唇くちびるをなめた。

「ダメだ！」

　魎呼の鋭い声に天地は振ふり返った。

「パメラってか？　おめーの言うことは信用できねェな。バトゥとは夫婦なんだろ？　あたしには二人してつるんでるようにしか見えないぜ。そうじゃない証拠があるなら見せてみろよ」

「うるさいわね！　このあばずれ女！」

　パメラは激怒した。

「あの可愛いお嬢じようさんの魂がずたずたに引き裂さかれて死んでいくのを黙って見てるがいいわ。二度とおまえたちのところには戻らないわよ。あたしが一番よく知ってるもの。バトゥを怒らせたらどういうことになるか」

「やめてくれ！　俺は行く！」

　天地は叫んだ。

「阿重霞さんは大事な人なんだ。守ってやれなかった俺が悪いんだ。君の言うとおりにする……だから阿重霞さんのところへ連れてってくれ！」

「いい子ね。それでこそ男だわ」

　パメラは魎呼の鼻先で嘲あざ笑わらった。

「この子にだけキィを教えてあげる。ハレイワからホノルルまでは遠いわ。おまえが捜し当てる頃にはもうすべてが終わっていて、あたしはハレクラニで笑ってるのよ。邪魔はさせないわ」

　ふいにベッドルームにパリパリと青白いスパークが走った、と思った時には天地とパメラの姿は消え失うせていた。

「待て！　天地!!」

　ホテルの部屋に魎呼が瞬間移動して現れたのはその直後だった。

「魎呼!?　天地殿は？」

　阿重霞のベッドを囲んで柾木家の全員がこの部屋に揃そろっている。

「幽ゆう霊れいと一緒に行きやがった」

　魎呼は吐はき捨てるように言うと、テーブルの上に残っていたおにぎりをつかみ、乱暴に包ほう装そうを剝むいて口に放り込んだ。

「バトゥじゃない、パメラだ。あの金髪女が現れて天地を説せつ得とくしやがったのさ。阿重霞のところに連れてってやるってな」

　もう一個、同じように口に放ほうり込こむ。

「あんたはどうして行かなかったの？」

「とっさのことで同調が間に合わなかったんだ！」

　鷲羽の口調は特に責めているわけではなかったが、魎呼はかっと怒ど鳴なり返した。

「どうすればいいんだ？　天地がこのまま帰って来なかったりしたら、あたしは……」

　魎呼は怒りに任まかせてテーブルを蹴け倒たおし、拳こぶしを固めて窓ガラスを打ち砕くだこうと腕を振り上げた。

「やめなさい！」

　鷲羽が立ち上がった。

「おいで、魎呼。あんた何か忘れてない？　どうしてここに戻ってきたの？　何か大事な用があるからじゃないの？」

　魎呼ははっと振り返った。

「そうだ。ホノルルにキィがあるんだ。パメラがそう言ってたんだ。天地にだけ教えるって……」

「セッティングしといて正解だったわ」

　鷲羽は呟きながらモニターの前に座り、キーボードを叩たたいた。

「タッチ・オン・ボードの上に手を置いてアストラル・リンクを使いなさい。天地殿がこの空間に居ればマップ上にマークが出るわ。あんたがもし、天地殿を見み失うしなうようなことがあったら……と思ってセッティングだけしといたの」

「悪かったな」

　魎呼はムスッとしてタッチ・オン・ボードの上に手を置いた。

　目を閉じて精神を集中する。

　モニター上のマップに輝き点てんが現れた。

「出たわ。クィーンズ病院よ」

　魎呼ははっと目を開いた。

　ダウンタウンの北に輝点が見えた。

「急ぎなさい。天地殿がこの時空間から出てしまえばあんたにはもうどうしようもないんだから」

「分かった」

　返事とともに魎呼の姿が消えた。

「世話が焼けること」

　鷲羽は肩を竦すくめた。

「鷲羽さん。あのー……」

「説明してほしいんですけど、でしょ？」

　鷲羽はやれやれという顔で美星の方に振り返った。

「いくら鷲羽ちゃんでも見えないものは説明のしようがないわ。魎呼が戻ってきたらいくらでも質問責めにしていいわよ。何がどうなってるのか、ね。今私たちにできるのは信じて待つことだけ」

　それ以上は取り付く島がなさそうだった。

　美星は諦あきらめて引き下がったが、心の中ではまだ諦めたわけではなかった。

（クィーンズ病院ね。一体何がどうなってるのかしら？）








第十四章　天地とパメラはクィーンズ病院の……









　天地とパメラはクィーンズ病院の一室に立っていた。

「これは……!?」

　ベッドの上の女はやつれ果て、金髪は短く刈かり込こまれていた。

　体中に管くだが差し込まれ、生きているのが不思議なぐらいに見える。

「これがキィ、これがあたしなの！」

　パメラは吐き捨てるように呟いた。

「三年前、あそこでバトゥに撃うたれてからここまでたらい回しにされて来たのよ。確かに体は生きているわ。でも死んでるの。生きながら死んでいるのよ！　医い療りよう保ほ険けんのお陰かげでこうして手厚い看かん護ごを受けているけど、あたしは死にたいの！」

　アイスブルーの瞳ひとみから涙が溢あふれた。

「植物人間？」

「ゾンビよ！」

　パメラが訂てい正せいした。

「お願い、あたしを殺して。あたしの意識はあの日のあの瞬間に捕とらわれているの。バトゥの弾たまがここに食い込んだその瞬間にね」

　パメラは泣きながら血まみれのこめかみを指した。

「意識を失う刹せつ那な、ペレの女神に誓ったのよ。ペレは火と復讐の女神、この島で一番強い力を持った神だわ。バトゥの魂がこの世にさまよっている限り、永遠に責せめ続けてやるって。気づいてみたらあたしの意識はあの家にいて、体はここにいたんだわ。それから何度も何度も、吐はき気がするぐらい同じ場面を繰くり返しているの。お願い、助けて……」

　天地は呆ぼう然ぜんとベッドの上のパメラを見つめていた。

「俺に……どうしろって……」

　ふいに激しい怒りが込み上げてきた。

「阿重霞さんを返してくれ！　そうしたら君の言うとおりなんでもやってやるよ。阿重霞さんはどこにいるんだ？」

「言った通りよ。バトゥが閉じ込めてるんだわ。そこの管を引っこ抜いてごらん、すぐにあいつに会えるわよ」

「まさか……」

「言うとおりにして！　早く！」

　天地はベッドに近づき、パメラの鼻と口を覆おおっている人工呼吸器に手をかけた。

　と、凄すきまじい力で何者かに殴なぐり倒され、天地は床に叩たたきつけられた。

「天地ィ──────！」

　魎呼の声だ！

　一瞬、病室を包む青白い結界の外に魎呼の顔が見えた、と思った。

　魎呼、俺はここだ！　どうして入って来ない!?

　と、次の瞬間病院の白い壁は消え、床はリノリウムから寄よせ木細ざい工くに変わった。

　天地はノース・ショアのビーチハウスに戻っていた。

「おまえか！　パメラがたらしこんだのはおまえなのか！」

「バトゥ!?」

　床の上からゆっくりとバトゥの全身が現あらわれた。

「パメラを殺そうとしやがったな。やっぱりあの時殺やっとけばよかったぜ。こんなところまで邪じや魔ましに来ないようにな！」

「阿重霞さんはどこだ!?」

　天地は叫ぶなり、バトゥにつかみかかった。

「返せ！　阿重霞さんを返すんだ！　俺がおまえたちには何の関係もないように、おまえたちだってあの子には何の関係もないだろう？　どうして阿重霞さんを狙ねらった？　あの子が何をしたって言うんだ!?」

「それが大ありなのさ」

　バトゥは軽々と天地の手を振りほどき、天地を殴なぐり倒たおすと床に押さえ付けた。

「あんなきれいな魂たましいは見たことがねぇ。俺おれはパメラの為ためなら何だってやってやる。そういう男なんだ。これ以上うるさくしやがるとおまえも一いつ緒しよに生いけ贄にえにするぜ」

「何……だって!?」

　バトゥはせせら笑った。

「生け贄にするのさ。ペレの女神のな。パメラを生き返らせてやるんだ。あんな病院に三年も縛しばり付けられて、あいつはゾンビみたいになっちまった。誰よりもきれいだったあいつが！　生きて、自分で息をして、砂の上に足あし跡あとをつけて歩かせてやりたいんだ。それだけが地じ獄ごくの底を這はいずってる俺の望みなんだ！」

　バトゥの両眼はボルケーノの炎のようにぎらぎらと輝き、裸はだかの胸にかけているルビーのペンダントまでが炎を放っているように見えた。

「これからキラウェイの火口に行く。このきれいな魂と引きかえにパメラを取り戻すんだ。ペレの呪いはペレにしか解とけない。たった一つの命を無む駄だ遣づかいしちまった俺にはこれしか方法がないんだ！」

「おまえがやったんじゃないか！」

　天地は叫んだ。

「その為に阿重霞さんを殺すのか!?　罪つみもないのに？　冗談こくな！」

　天地は渾こん身しんの力を込めてバトゥの手を撥はね除のけ、飛び起きた。

　その手に光こう鷹おう真しん剣けんが現れる。

「言え。阿重霞さんはどこにいる？」

　言うなり天地は切りつけた。

　肩の付け根に入った、と思った瞬間、光の太た刀ち筋すじが消えた。

「効きかねぇな」

　バトゥは嘲あざ笑わらった。

「なんだ、そのカタナは？　オモチャのライトセーバーか？」

　軽けい蔑べつするように両手を広げる。

「おまえと遊んでるヒマはねえ。もうすぐキラウェアが目覚めるんだ。あばよ、くそガキ」

　その時だった。

　白い手がバトゥの背後から伸びた、と見えた瞬間、ルビーのペンダントが引きちぎられた。

「返すわ！　坊やの宝物！」

　パメラは腕を振り上げ、マントルピースの縁えん石せきに思い切りルビーを叩たたきつけた。

　深紅の血が飛び散るようにルビーは砕くだけ散り、光に包まれた阿重霞が現あらわれた。

「阿重霞さん!!」

　天地は阿重霞に駆かけ寄より、抱だき締しめた。

「天地……様!?」

　阿重霞の固く閉じられていた目が開いた。

「来て下さったのね？」

「ちくしょう！　俺の生け贄が……！」

　バトゥは恐ろしい形ぎよう相そうで天地につかみかかろうとした。

「あんたはこっちよ、バトゥ」

　パメラの白い腕がバトゥの体に回された。

「いつもの遊びをするのよ。あんたがあたしを撃うち殺して、そのあと凍こおりついたあたしの目をみながら自分の口に銃じゆう口こうを突っ込むあの遊びよ」

「パメラ……!?」

　パメラの腕はしっかりとバトゥを抱え込み、その目は天地の方を真っすぐに見つめていた。

「パメラ、なぜだ？　おまえは生き返りたくないのか？」

「生き返る？　どうして？　あんたが地獄にいるのにあたしだけ生き返ってどうするの？　あいにくだけどあたしはクィーンズ病院で生きてるわ。脳みそが縮ちぢこまって軽かる石いしみたいにからから音立ててるような有あり様だけど。あんたはそんなあたしを生き返らせたいの？　もうごめんだわ。あたしは天国の家に行きたいの。さよなら、バトゥ！」

　その刹せつ那な、真っ白な光が闇やみを覆おおいつくした。

　光が治おさまると、天地は阿重霞を抱だき締しめたまま、何度も夢に見たあの明るいリビングに立っているのだった。

「カクテルの味はどう？　リキュールが少し足りなかったかしら？」

　ホームバーからパメラが振ふり返った。

　夢の中で天地が座すわっていたソファには黒髪の少年が座っていた。

「うまいよ、パメラ。君が作るものなら何でもオッケーさ」

　少年は無む邪じや気きな笑顔を見せた。

「僕、君が好きだ。君のことを考えながら歌うとすごく幸せになれるんだ。僕のことを愛してくれる？　僕が大人になって君を奪うばいに行けるまで待っててくれる？」

「そうね、フェルナンド。大人になったらね」

「パメラ、僕……」

　パメラは少年の上に屈かがみ込み、あやすように口づけた。

「キスだけよ。あたし、おまえを大事にしたいんだもの」

　ふいに扉が開き、バトゥが踏ふみ込んできた。

「パメラ！　何をしてるんだ？　今何をしてた？」

「大事なお友達よ、バトゥ」

　パメラの表情が固くなる。

「出てってよ！　あんただっていつも女を連れ込んでるくせに！　あたしを石かなんかだと思ってるの？　そうやっていつもいつもあたしの心をめちゃくちゃにしちゃうんだわ。もううんざり。あんたが出て行かないならあたしが出てくわ。どいて！」

　パメラは立ち上がった。

「フェルナンド、行きましょう」

「本気か？」

　バトゥの目がすっと細まる。

「本気でそのガキと出ていくつもりか？」

　バトゥの手がチェストの引き出しに伸びた。

「行けるもんなら行ってみろ！　俺は本気だぜ。この前みたいな脅おどしじゃないぜ」

「聞こえなかったの？　そこをどいてって言ったのよ」

　パメラが足を踏ふみ出したとたん、銃声がリビングを貫つらぬいた。

　とっさに少年をかばったパメラのこめかみに深しん紅くの霧きりが散った。

　パメラの体がゆっくりと崩くず折おれた。

　二発目の銃声で少年は声も立てずに倒れ、パメラの上に折おり重かさなった。

　バトゥの手から銃が落ちた。

「パメラ!!」

　少年の体をけり飛ばし、膝ひざをついてパメラの体を抱だき起こす。

「おまえが悪いんだ。おまえが言うことをきかないから……おまえが出てくなんて言うから……」

（銃を取って！）

　天地の耳にパメラの声が飛び込んできた。

（早く！　あたしの手に握にぎらせて！）

　意味を考えている暇ひまはなかった。

　天地はとっさに床の銃を取り上げ、パメラの手に握にぎらせた。

（ありがとう、坊や）

　ふいにパメラの指に力がこもった。

「さよなら、バトゥ。あんたの魂はあたしがもらってやるわ！」

　パメラのアイスブルーの瞳に光が蘇よみがえった。

　と、パメラの腕がバトゥを突き放し、銃弾がその眉み間けんを貫つらぬいた。

　バトゥは目を見開いたまま仰あお向むけに倒れ、事こと切きれた。

　その体が見る見るうちに薄れ、消えていく。

（ずっとこうされたがってたのよ、この男は）

　パメラは晴はれ晴ばれと微笑んだ。

（あたしだけの男になりたかったんだもの。あたしもこれで誓ちかいを果はたしたわ。もう思いを残すことはない……）

　パメラの体がゆっくりと光の中に薄れていった。

（さよなら、坊や。もう会わないわ。あたしは天国の家ハレクラニに行くの……）

　あるかなきかの微笑みが光に紛まぎれ、風がレースのカーテンを巻き上げた。

　次の瞬間、光は消え、天地と阿重霞の魂は荒あれ果てた夜のビーチハウスに戻っていた。

　行ってしまったのだ。

　時の彼方へ。

　呪われた時を越えて、もう誰の手にも届かないところに……。




「終わったよ。何もかも終わった。さあ行こう、阿重霞さん」

「ええ、天地様」

　阿重霞の体は光を帯おびて輝かがやき、死の谷に舞まい降りた天使のようだった。

「信じていましたの。きっと声が届いたと……」

「聞こえたよ。だから来たんだ」

　天地と阿重霞が外に出るとすぐに、魎呼が駆かけ寄よってきた。

「待たせやがって！」

「魎呼!?」

「もうちょっとで結界ごとこの家をぶった斬ぎるところだったぜ」

　魎呼は腕を広げ、天地と阿重霞の両方を抱だき締しめた。

「ありがとう、魎呼さん。迎むかえに来て下さったのね」

「またやっかいごとしょい込まれちゃかなわねェからよ。真まっすぐ帰るぜ。ホテルまでな」

　魎呼は阿重霞の方を向いてニカッと笑うと、二人の体をしっかり抱き締めたまま瞬間移動した。




　阿重霞は二日ぶりにホテルのベッドで目を覚ました。

「今……何時かしら？　なんだかものすごくおなかが空すきましたわ」

　部屋中の人間がわっと歓かん声せいを上げて駆かけ寄ってきた。

「二日だよ。二日間寝たきりだったんだよ、お姉様！」

「覚えてますわ」

　阿重霞はベッドの上に起き上がり、砂沙美の頭を撫なでた。

「皆様……ご心配かけて……」

「いいから！」

　清音が阿重霞の手を取って引っぱり起こした。

「もうすぐ夜明けだわ。あと一日しかないのよ。そんなこと言ってるヒマないわよ！」

「はい、とりあえずおみそ汁。インスタントで悪いけど」

　美星が静しず々しずとカップを捧ささげ持ち、阿重霞に手渡した。

「ありがとう」

　二口飲んだところでふいに涙がこぼれ落ち、みそ汁に小さな波は紋もんを作った。

「……イヤですわ」

　阿重霞は涙と鼻水を同時にすすり上げた。

「わたくしったら、自分のことばっかり……」








第十五章　レインボーラナイの……









　レインボーラナイのモーニング・ヴァイキングはなかなかのヒットだった。

　セミオープン・エアの店内には隅すみ々ずみまで光が溢あふれ、コーヒーと焼き立てのパンの匂いが入り交まじって、昨日の夜からおにぎりしか食べていない柾まさ木き家けの人々の食欲を刺激した。

「わたくし、いただきますわ！」

　阿あ重え霞かは高らかに宣せん言げんし、トレイに山やま盛もりの朝ごはんを持って戻ってきた。

「お姉様、そんなに食べて大丈夫？」

「大丈夫です」

　阿重霞はにっこりして一同の顔を見渡した。

「しっかり食べて今日一日を有効に使おうと思っておりますの。だってわたくし、何回分かのお食事と観光、無む駄だにしたんですもの」

「そうだよ、阿重霞さん。今日は忙いそがしいよ。清きよ音ねさんが十個ぐらい計画立ててるんだから」

「十個じゃないわ、九個よ」

　清音は軽く天地を睨にらみ返した。

「これでまずひとつ、消化できたわ。次はお魚ちゃんと遊べるハナウマ・ベイ。リムジンをチャーターしてあるから、ラクラクよ。お昼にはワイキキに戻って阿重霞さんに行きたいところを六個決めてもらうの。ラストはホテルに戻ってきてここからサンセット・ディナー・クルーズ。もちろん、もう予約済ずみよ。どう？　カンペキでしょ？」

「キヨちゃんたら、ずる～い！」

　美み星ほしが笑い出した。

「私、ホノルル動物園にも行きたかったのにぃ」

「では、六個のうちのひとつに入れておきますわ」

　阿重霞は美星に向かって片目をつぶってみせた。

「砂さ沙さ美みはどこか行きたいところ、ないの？」

「もう清音お姉ちゃんに入れてもらったもん、ハナウマ・ベイ！」

　砂沙美は姉の隣にしっかりくっついて座って世にも幸せそうだった。

「お姉様もきっと気に入るよ。きれいなお魚さんがいっぱいいて、手から餌えさ食べに来るんだって。くすぐったいだろうな～！」

「あら、そうなの？」

　阿重霞はちょっと引き気味に微ほほ笑えんだ。

「大きくて怖こわいお魚はいませんわよね？　お姉様は小さいので十分よ。砂沙美はいっぱいおやりなさいな」

「ダメ、ダメ、ダメ～！」

　砂沙美は姉の腕にぎゅっとしがみついた。

「お姉様と一いつ緒しよなの。絶対離さないから！　お昼もちゃんと一緒に座すわってね。アイスもおんなじの食べようね。トイレも一緒に入っちゃうもん！」

「大丈夫だってば」

　阿重霞はとうとう笑い出した。

「そんなにくっついてたら遊べないわよ。お姉様は大丈夫。だって天てん地ち様が守って下さいますもの」

「え、ええ？」

　突然話が降ってきたので天地は驚いて顔を上げた。

「あらあ……」

　清音がにやにや笑い出した。

「まあ……」

　美星がポッと頰ほおを染そめる。

「幸せ者め」

　信のぶ幸ゆきがフォークに突き刺したソーセージごとエールを送ってきた。

「ふむ」

　勝かつ仁ひとが満足そうに頷うなずく。

「ちッ」

　魎呼は根こん負まけしたように笑い出した。

「しょうがねえ。今日だけは譲ゆずってやらあ」

「有り難くちょうだいいたしますわ」

　阿重霞は淑しとやかに会え釈しやくした。

「さあ、参りましょう。今日一日、遊び倒しますことよ！」

「まいったなあ……」

　天地の密ひそかな呟つぶやきは、あんまり密か過ぎて誰にも聞こえなかった。




　阿重霞の宣言どおり、九個の予定は順調に消化され、残るはサンセット・クルーズひとつとなった。

「ではわたくし、着き替がえて参りますから、先に集合場所にいらして下さいな」

「はいはい、分かってるわ。ミホキヨ殿、よろしくね。阿重霞殿、遅れちゃダメよ」

　鷲羽わしゆうは訳わけ知しり顔で答え、着替え不要なメンバーを先に追いやった。

　集合場所で待つこと三十分。

　ついに阿重霞が姿を現した。

「はあぁ……」

　天地は思わず溜ため息をついてしまった。

　バラ色のドレスに真珠色のパンプス、同じ色のハンドバッグをコーディネートして髪を高く結い上げ、広く開いた胸元にダイヤのペンダントをきらめかせた阿重霞が、二人のお供ともを引き連つれて静々と歩いて来たのである。

「さあ、天地さん。お姫様をお預あずけするわよ」

　清音が笑いながら目め配くばせした。

「キヨちゃんといっしょうけんめい仕し上あげた芸術品ですぅ。一点物だから大事に扱って下さいね」

　美星は阿重霞の肩を軽く天地の方に押しやった。

「ど、どうも……」

　天地は緊張のあまり、どもる始末だった。

「よろしくお願い致しますわ」

　阿重霞は優ゆう雅がに左手を差し出した。

「はァ……？」

　天地は困こん惑わくして左右を見渡した。

「バカね。手を取って、そこのステップを上がればいいのよ」

　笑いを押し殺したような声で鷲羽が囁ささやく。

「じゃ、すみません」

　天地は覚かく悟ごを決めて阿重霞の手を取った。

　こんなカッコしてくるって分かってたら、俺だってもうちょっと何とかしたのになあ。

　アロハシャツに普通のスラックス姿の天地はちらりと自分の服を見下ろした。

「天地様はそれでよろしいんですわ」

　阿重霞は微ほほ笑えんだ。

「ハワイの男性の正装はアロハシャツだと聞きましたもの。わたくしね、天地様にこのドレスを見ていただきたくて、清音さんや美星さんに無理を言ってお手伝いしてもらったんですの。この靴もバッグも、お二人からの借かり物ものなんですのよ」

「そうだったんですか」

　天地は不ぶ器き用ように頷うなずいた。

「阿重霞さん……きれいですよ。俺、ホントにびっくりしちゃいました」

　天地がどれだけ驚いたかは貧しい言葉より表情の方がより豊かに語っていた。

「天地様」

　阿重霞はふと言葉を切った。

　船が動き出したのだ。

　暮れなずむ空の下、双そう胴どうのクルーズ船は静かに桟さん橋ばしを滑すべりだし、速度を上げて地球で最も美しい光景の中に入って行った。

「天地様」

　阿重霞は万ばん感かんの思いを込めて、もう一度呟つぶやいた。

　阿重霞の心は短い言葉よりその表情の方がより雄ゆう弁べんに語っていた。

「阿重霞さん……」

　天地の心情は……語るまでもない。

　そのクライマックスで阿重霞はそっと目を閉じた。

　天地はそのまま心臓が止まるかと思った。

　もう後には引けない。

　進むしかない。

　夕ゆう闇やみはちょうどよく二人の顔を人目から隠していた。

　それとも引き立たせていたのかもしれない。

　天地は幸福のせいなのか睡眠不足のせいなのか分からないまま、思考力の失せた頭で阿重霞を抱き寄せ、口づけた。

「ちきしょう。譲るんじゃなかったなあ……」

　魎呼は腹いせに鷲羽のカニ頭を引っ張りながら呟いた。

　カニ頭の、足にあたる部分の髪は腹いせに引っ張るにはちょうど手頃な長さだった。

「痛いわよ、魎呼！」

　鷲羽はにやにやしながら魎呼の手をはたいた。

「いいじゃない、キスぐらい。減るもんじゃなし」

「ドレスの似合う女は得だよなあ」

　魎呼はぼやいた。

「あたしなんかどうせバトルスーツの方が似合うんだ」

「いいのいいの、魎呼ちゃん。今日ぐらい花を譲ってやんなさい」

「譲り過ぎたぜ」

　魎呼は立ち上がった。

「酒だ、酒！　今夜は飲み倒すぜ！」




　ディナーの後、睡眠不足が極点に達した天地が阿重霞の膝ひざに倒れ込んだまま眠りこけてしまったことは後こ日じつ談だんになる。

　酔よっ払ぱらった魎呼が海に飛び込んで大騒ぎになったこともまた後日談だ。

　眠りこけたままいくらつついても目を覚さまさない天地と、酔っ払ったまま立て続けに歌をがなっている魎呼を抱えて、勝仁と美星と清音と砂沙美と阿重霞が口では言えないような苦労をしてホテルの部屋まで帰ったことも、後日談の一部である。

　その間信幸は一人ヴィデオカメラを回し続け、旅行の間柾木家を完璧に保たもっていた功労者に貴重な映像を提供した。




　膨大なヴィデオを見、鷲羽から子し細さい漏もらさず話を聞いたジョージは深々と頭を下げた。

「ご主人様。柾木家一同皆ご無事でようございました」

「うん、まあね」

　鷲羽はやや後ろめたい口調で答えた。

「愛とスリルとサスペンスの、これ以上付け加えるところのない完かん璧ぺきな休日だったわ」

　ハワイの休日は、こうして柾木家の人々の記憶に長く留とどまり続けることになったのであった。




　さて、ここで本当の後日談をしよう。

　クィーンズ病院の重じゆう症しよう患かん者じや病びよう棟とうの一室から、三年間植物人間状態だったパメラ・カスティールが消えた事件は一時、ハワイの好こう事ず家かたちを大いに賑にぎわせた。

　高速度撮影のフィルムを見ているようだった、と目撃者の看護婦は語っている。

　見る見るうちに体が縮んでいったと思うと、手足の先からさらさらと砂のように崩くずれ、ついには消えてしまった、と。

　ハワイ在住の心霊研究家、グレン・オースティンは信幸宛にわざわざ新聞記事のコピーをＦＡＸしてよこした上に、こう聞いてきた。

「どう思う、ノブユキ？　まさか君の相談事がこの怪事件と関わっていたなんてことは……ないだろうね？」

「俺には分からないよ、グレン」

　信幸は答えた。

「真実を知っているのはペレの女神だけだ。……それが南の島のマジックなのさ」





──（完）──










あとがき









　いつも「天地」を応援して下さる皆様、ありがとうございます。

　やっとここに九冊目の本をお届けできる運びとなりました。

　もう九冊目（！）なんですね。

　過ぎしかたを振り返ってみると、なんだかとても感かん慨がい深い思いです。

　天地君たちは色々なところに行きました。

　宇宙にも行ったし、ファンタジーの世界にも行きました。

　なのにどうしてハワイに行った話がないの？

　というわけで書いたのがこの本です。




　常とこ夏なつの楽園、ハワイ──実は作者も二度ほど行ってるのですが、天地君たちほど恐ろ楽しい目には───もちろん遭っておりません。

　普通の家族旅行をしてきただけでした。

　それでも南国特有のあの空の青さ、海の青さ、風のさわやかさは心地よく作者を夢に誘いざなうのです。

　ああ、また行きたいな……と。




　せっかくハワイに来たんだから、というわけで今回は天地君たちもちょっとテンション上がってます。

　柾木家の人たち一人一人が楽しい思い出を持って帰れるようにと思いながら、こんなこともしたかった、あんなところにも行きたかった、という作者の個人的な恨うらみ（？）も込めながら、ハワイの物語はこんな形に出来上がりました。

　楽園の息い吹ぶきを感じていただけたでしょうか。




　さて、今回はテンション上がってる天地君たちに合わせて、ちょっとダークな愛の物語を入れてみました。

　実はこういうダークな（そしてハードな）物語も好きなんですね。

　パメラとバトゥの愛あい憎ぞう半なかばした物語はとても書き切れたとは言えませんが、二人は地上の牢ろう獄ごくを出て天国の家ハレクラニに辿たどり着ついたのだ、と信じております。

　天地君たちも大人になれば、そんな形の物語もあるのだ、と分かる日が来るのではないでしょうか。

　ハレクラニ、という言葉の響ひびきにひかれて何度もこの言葉を使いました。

　ハレ＝家、ク＝のような、にふさわしい、ラニ＝天国、という意味合いだそうです。

　実際、ホテルの名前にもなっています。

　天地君たちの泊まったホテルはハレクラニではありませんでしたが（ヒントはいっぱいちりばめてあるのでぜひ当ててみて下さいね）、あんまりゆっくりさせてあげられなかったなあ……可か哀わい想そうに。




　最後に、この場を借かりてどうしても一言申し上げたい言葉があります。

　新しい「天地」の物語を待って下さっている読者の皆さんへ。

　あなたの為ために思いを込めてこの物語を書きました。

　お手紙を下さった読者の方へ。

　お返事が出せずに本当に申し訳なく思っております。

　どんなに力づけられたことか、とても言葉では言い表せないぐらいです。

　そして「天地」を愛して下さる全すべての皆さんへ。

　今年はＴＶが（この本が出る頃にはもう放映が始まっていることと思いますが）、映画が待ってます。

　それぞれの「天地」ワールドを楽しんで下さるように、と願っております。




　あなたのハレクラニが見つかりますように。







　カンテ・フラメンコとカフェイン中毒の作者より





長谷川菜穂子　　













天てん地ち無む用よう！ 魎りよう皇おう鬼き




ハワイの休きゆう日じつ








長は谷せ川がわ菜な穂ほ子こ
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